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◎
土
砂
災
害
と
は

　

土
砂
災
害
は
、
が
け
崩
れ
・
土

石
流
・
地
す
べ
り
の
３
種
類
に
分

か
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
大
雨
に
よ
っ
て
地
盤

が
ゆ
る
む
こ
と
が
主
な
発
生
原
因

で
す
が
、
が
け
崩
れ
な
ど
は
大
地

震
の
際
に
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◎
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
生
命
又
は
身
体
に
危
害
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
は
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

浜
田
市
に
お
け
る
土
砂
災
害
警

戒
区
域
は
、
種
類
別
に
み
る
と
、

・
が
け
崩
れ　

２
、
４
４
４
箇
所

・
土
石
流　
　

１
、
４
５
９
箇
所

・
地
す
べ
り　
　
　
　
　

71
箇
所

で
あ
り
、
数
と
し
て
は
島
根
県
内

の
市
町
村
で
は
一
番
の
多
さ
で

す
。

昨年８月に発生した台風第10号により岩手県岩泉町にある高齢者福祉施設を襲った洪水の状況
（国土地理院ホームページ「空中写真」より）

長
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
く
る

と
、
松
江
地
方
気
象
台
と
島
根
県

は
共
同
し
て
「
土
砂
災
害
警
戒
情

報
」
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
情
報

が
発
表
さ
れ
た
ら
、
市
は
、
対
象

地
域
を
絞
っ
て
避
難
勧
告
を
発
令

し
ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
極
め
て
高
い
状
態
な
の
で
、

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地
域

で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
住
ん

で
い
る
人
は
、
す
ぐ
に
避
難
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
中
な
ど
、
市
が
開
所
す
る
避

難
所
へ
の
避
難
が
か
え
っ
て
危
険

だ
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
自
宅
の

２
階
や
山
側
か
ら
遠
い
部
屋
な

ど
、
少
し
で
も
安
全
性
の
高
い
場

所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、

市
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◎
対
策
と
避
難

　

土
砂
災
害
は
ひ
と
た
び
発
生
す

る
と
瞬
時
に
大
災
害
と
な
る
た

め
、
事
前
の
避
難
行
動
が
一
番
の

対
策
と
言
え
ま
す
。
で
は
、
ど
の

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
行
動

を
と
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

大
雨
に
よ
る
洪
水
・
土
砂
災
害

や
津
波
災
害
が
発
生
し
た
際
に
よ

く
耳
に
す
る
の
が
「
避
難
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
実
際
に
、
東
日
本
大
震
災

や
関
東
東
北
豪
雨
災
害
（
鬼
怒
川

の
氾
濫
）
の
際
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
耳
に
し
た
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

梅
雨
の
長
雨
や
台
風
に
よ
る
暴
風
雨
が
発
生
す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
昨
年
度
浜
田
市
に
お
い
て
は
人
的
被
害
が
出
る
よ
う
な
大
き
な

災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
的
に
見
る
と
、
平
成
28
年
８
月
に
は
、
観

測
史
上
初
め
て
東
北
地
方
太
平
洋
側
に
上
陸
し
た
台
風
第
10
号
の
影
響
に
よ
っ
て
北

海
道
や
岩
手
県
を
中
心
に
大
雨
が
降
り
、
23
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
岩
手
県
岩
泉
町
に
お
い
て
は
、
氾
濫
し
た
河
川
が
高
齢
者
福
祉
施
設
を
襲
い
、

一
度
に
９
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
風
水
害
に
遭
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
防
災
特

集
で
は
、
そ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
心
が
け
て
お
き
た
い
こ
と
に
つ

い
て
、
４
つ
の
テ
ー
マ
に
焦
点
を
絞
っ
て
ま
と
め
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
「
避
難
行
動
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
実
際

ど
の
よ
う
な
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
。多
く
の
人
が
、

「
避
難
所
へ
行
く
こ
と
」を
イ
メ
ー

ジ
す
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
、

そ
れ
も
避
難
行
動
の
一
つ
で
す

が
、
す
べ
て
の
場
合
に
当
て
は
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
確

に
は
「
命
を
守
る
た
め
に
、
よ
り

安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
」、

言
い
換
え
る
と
、「
今
よ
り
危
険

な
場
所
へ
は
行
か
な
い
こ
と
」
で

す
。
今
い
る
場
所
が
安
全
で
あ
れ

ば
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
も

避
難
行
動
で
す
。

ま
ず
、
こ
の
意
識
を
持
っ
た
う

え
で
、
災
害
の
種
類
ご
と
に
対
策

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

土
砂
災
害
警
戒
情
報

　
　テ
ー
マ

　②

　
　

災
害
の
種
類
を
知
る

土
砂
災
害

 
防
災
特
集

　
風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に　

 

よ
り
安
全
な
場
所
へ

　
　テ
ー
マ

　①

　
　

「
避
難
行
動
」
の

意
味
を
知
る

「
避
難
行
動
」っ
て
何
？
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初動開所避難所一覧
地　区 施　設　名 地　区 施　設　名

浜
田

浜田

健康増進センター

金
城

雲城 雲城公民館（みどりかいかん）
浜田公民館 今福 今福公民館（ふれあい会館）
原井小学校 波佐 波佐公民館（ときわ会館）
第二中学校 小国 小国公民館（旧小国小学校）

石見

石見公民館 久佐 久佐公民館（くざ会館）
第一中学校 美又 美又公民館（美又会館）
三階小学校

旭

今市 旭山村開発センター（旭センター）
石見公民館後野分館 木田 木田公民館（木田生活改善センター）
石見公民館佐野分館 和田 和田公民館（旧和田小学校）

長浜 長浜公民館（マリン交流センター） 都川 都川公民館（都川高齢者活動促進センター）
長浜小学校 市木 市木生活改善センター

周布
周布公民館 弥

栄
安城 安城公民館（弥栄会館）

周布小学校 杵束 杵束公民館（弥栄老人憩の家・福祉センター）
第三中学校

三
隅

三隅 市役所三隅支所
大麻 大麻公民館 三隅公民館

美川 美川公民館 三保 三隅中央会館
第四中学校 三保公民館

国府

国府公民館 岡見 岡見公民館
浜田東中学校 井野 井野公民館
国府公民館宇野分館 黒沢 黒沢公民館
旧有福小学校 白砂 白砂公民館

最
後
の
テ
ー
マ
は
、
避
難
所
の

確
認
で
す
。
市
で
は
、
風
水
害
に

限
ら
ず
、
地
震
・
大
火
災
な
ど
の

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の

避
難
所
と
し
て
公
共
施
設
な
ど
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
ふ
だ
ん
か

ら
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
避
難

場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て

は
開
所
し
な
い
避
難
所
が
あ
り
ま

す
。
市
が
発
表
す
る
避
難
に
関
す

る
情
報
に
注
意
し
て
、
適
切
な
避

難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
①
で
も
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
自
宅
が
安
全
な
場

所
に
立
地
し
て
い
る
場
合
や
、
避

難
所
へ
の
避
難
が
危
険
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
家
屋
内

に
と
ど
ま
っ
て
安
全
を
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
初
動
開
所
避
難
所

　

市
が
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
」を
発
令
し
た
場
合
に
、

そ
の
災
害
の
種
類
・
状
況
に
応
じ

て
早
い
段
階
で
開
所
す
る
避
難
所

で
す
。

平
成
29
年
３
月
に
、
新
し
い
津

波
浸
水
想
定
が
島
根
県
よ
り
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
津
波
浸
水
想
定
で
は
、

発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
も
の

の
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す「
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
浸
水
す

る
地
域
が
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
島
根
県
に
よ
っ
て
最
大

ク
ラ
ス
の
津
波
に
よ
る
被
害
想
定

も
設
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
受

け
て
、
市
と
し
て
も
早
急
に
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
行

う
予
定
で
す
。

　

な
お
、
新
し
い
津
波
浸
水
想
定

図
は
、
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
マ
ッ
プ
ｏｎ
し
ま
ね
」
で
確
認
で

き
ま
す
。

市
で
は
、「
地
震
・
津
波
災
害
」

に
対
す
る
防
災
活
動
を
テ
ー
マ

に
、
関
係
機
関
・
地
域
の
団
体
な

ど
と
連
携
し
た
訓
練
を
行
い
ま

す
。
主
会
場
で
あ
る
瀬
戸
ケ
島
埋

立
地
で
は
、
展
示
啓
発
ブ
ー
ス
も

用
意
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
11
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

主
会
場　
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地

　

ま
た
、
各
地
域
で
も
、
自
主
防

災
組
織
や
自
治
会
・
町
内
会
が
主

体
と
な
っ
て
防
災
訓
練
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。浜

田
市
全
体
で
、「
防
災
」
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
よ

う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

・
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災

安
全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

・
各
支
所
防
災
自
治
課
防
災
係

新しい津波浸水想定図
（マップonしまね）

国土地理院地図（平26情使、第479号）

市
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
防

災
情
報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す

の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
災
害
や
事
件
・
事
故

な
ど
が
起
き
た
際
に
、
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
機
能
を
活

用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
・

防
犯
情
報
な
ど
を
文
字
情
報
で
提

供
す
る
「
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」
の

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
登

録
者
数
は
、
約
７
、
９
０
０
件
で

す
。

◎
配
信
す
る
情
報

気
象
情
報

・
特
別
警
報

・
大
雨
、
洪
水
な
ど
の
気
象
警
報

・
津
波
に
関
す
る
情
報

・
地
震
の
震
度
情
報
な
ど

防
災
危
機
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

・
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令

・
避
難
所
開
設
情
報

・
そ
の
ほ
か
危
機
管
理
情
報
な
ど

防
犯
交
通
情
報

・
防
犯
情
報
（
市
内
で
の
声
か
け

事
案
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
）

・
交
通
情
報
（
主
要
幹
線
道
路
の

全
面
通
行
止
め
）
な
ど

防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聞
き

逃
し
た
場
合
や
、
も
う
一
度
内
容

を
確
認
し
た
い
場
合
は
、
24
時
間

以
内
で
あ
れ
ば
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
放
送
を
聞
き
直
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
内
一
斉

放
送
又
は
浜
田
自
治
区
内
の
放
送

に
限
り
ま
す
。

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
０
５
８
‐
５
２
１

※　

回
線
が
混
み
合
っ
て
い
る
場

合
は
、
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
し
て

か
ら
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
洪
水
災
害
と
は

　

堤
防
の
決
壊
や
河
川
の
水
が
堤

防
を
越
え
た
り
す
る
こ
と
で
起
こ

る
河
川
氾
濫
の
こ
と
で
す
。

◎
浸
水
災
害
と
は

　

大
雨
な
ど
に
よ
る
地
表
水
の
増

加
に
排
水
が
追
い
つ
か
ず
、
用
水

路
、
下
水
溝
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
氾

濫
し
た
り
、
河
川
の
増
水
や
高
潮

に
よ
っ
て
排
水
が
阻
ま
れ
、
住
宅

や
田
畑
が
水
に
つ
か
る
こ
と
で

す
。
内
水
氾
濫
と
も
言
い
ま
す
。

◎
浸
水
想
定
区
域

　

異
常
な
大
雨
が
降
り
、
河
川
の

堤
防
が
決
壊
す
る
洪
水
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
浸
水
が
見
込
ま
れ

る
区
域
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
で
は
、
下
府
川
・
浜
田

川
・
周
布
川
・
三
隅
川
・
岡
見
川

の
浸
水
想
定
区
域
が
指
定
さ
れ
て

お
り
、
市
の
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
浸
水
想
定
区
域
で
は
、

小
規
模
河
川
の
氾
濫
や
浸
水
災
害

に
よ
る
浸
水
区
域
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
対
策
と
避
難

　

洪
水
災
害
や
浸
水
災
害
は
、
あ

る
程
度
発
生
の
予
測
が
で
き
る
災

害
の
た
め
、
事
前
の
情
報
収
集
と

早
め
の
避
難
行
動
が
大
切
で
す
。

前
述
の
各
河
川
の
水
位
の
情
報
を

は
じ
め
、
ダ
ム
の
放
流
量
情
報
な

ど
を
、
島
根
県
河
川
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

市
は
、
河
川
の
水
位
と
今
後
の

降
雨
見
込
み
を
基
に
避
難
に
関
す

る
情
報
を
発
令
し
ま
す
が
、
避
難

所
へ
行
く
こ
と
が
危
険
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
自
宅
や
近
所
の
建
物

の
２
階
以
上
へ
の
避
難
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
河
川
が
氾
濫
し
て
い
な

い
状
況
で
も
、
む
や
み
に
河
川
や

田
畑
の
様
子
を
見
に
行
く
の
は
危

険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

外
へ
出
て
避
難
す
る
際
に
は
、

運
動
靴
な
ど
、
足
の
収
ま
り
の
良

い
靴
を
履
き
ま
し
ょ
う
。
長
靴
に

は
水
が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、
屋

外
避
難
の
際
に
は
不
向
き
で
す
。

@hamada_bousai

浜田市防災情報
Twitter

①　次の登録用アドレスに件名・本文を入力せずにメールを送信します。

hamada@xpressmail.jp
※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、左の図からアドレス
を読み取ることができます。

②　返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）にインターネット接続し
ます。接続後、必要な情報を選択して「確認」ボタンを選択します。

③　登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。
※　迷惑メール設定により返信メールが届かない場合があります。
　「＠xpressmail.jp」のドメインを受信許可してください。

　
　テ
ー
マ

　④

　
　

避
難
所
の
場
所
を確

認
す
る

新
し
い

津
波
浸
水
想
定
が

発
表
さ
れ
ま
し
た

浜
田
市

総
合
防
災
訓
練
を

開
催
し
ま
す

　
　テ
ー
マ
　③

　
　

情
報
収
集
手
段
を確

保
す
る

洪
水
・
浸
水
災
害

防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
に

登
録
し
ま
し
ょ
う

防
災
行
政
無
線
自
動
電
話

応
答
サ
ー
ビ
ス

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
防
災
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す

浜田市防災・防犯メール

 

長
靴
で
は
避
難
し
な
い
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問い合わせ先
・浜田警察署（☎�０１１０）
・本庁安全安心推進課防災安全係

（☎�９１２２）

情報公開制度の運用状況
１　開示請求（任意開示申出を含む。）
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略。）

実施機関 請求件数 決定区分 取下げ全部開示 部分開示 不開示

市
長

市長公室 2 － 2 － －
総務部 10 4 ６ － －
地域政策部 2 － 2 － －
財務部 1 － 1 － －
健康福祉部 4 2 2 － －
市民生活部 1 － 1 － －
産業経済部 11 1 10 － －
都市建設部 7 4 3 － －
上下水道部 4 2 2 － －

議会 1 1 － － －
教育委員会 3 － 3 － －
消防長 9 2 7 － －

合　計 55 1６ 39 － －
　⑵　不開示理由

不開示該当規定 件数

第７条

第１号　法令秘情報 1
第２号　個人情報 30
第３号　法人等事業情報 2６
第４号　公共安全情報 －
第５号　審議・検討・協議情報 1
第６号　事務事業情報 ６

文書不存在 1
※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上しています。
個人情報保護制度の運用状況
１　開示請求
　⑴　件数など（開示請求のなかった実施機関は掲載を省略。）

実施機関 請求件数 決定区分 取下げ全部開示 部分開示 不開示

市長 財務部 1 1 － － －
市民生活部 2 1 － 1 －
合　計 3 2 － 1 －

　⑵　不開示理由
不開示該当規定 件数

文書不存在 1
２　訂正請求　なし
３　利用停止請求　なし

情
報
公
開
制
度

　

市
が
保
有
す
る
情
報（
公
文
書
）

に
つ
い
て
「
こ
ん
な
も
の
が
見
た

い
、知
り
た
い
」
と
思
う
と
き
に
、

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
保
有
す
る

情
報
は
原
則
公
開
す
る
こ
と
と
、

個
人
情
報
は
最
大
限
保
護
す
る
こ

と
を
基
本
に
、
公
正
で
開
か
れ
た

市
政
と
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う

た
め
に
必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
と
、
市
が
保
有
す
る
自
己
に

関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求

し
た
り
、
誤
っ
て
い
る
場
合
に
訂

正
を
請
求
し
た
り
、
条
例
に
違
反

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
利

用
停
止
を
請
求
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
の
権
利
利

益
を
保
護
す
る
こ
と
と
、
公
正
で

信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
運
用
状
況

⑴　

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
公

文
書
開
示
請
求　
　
　
　

55
件

⑵　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

く
請
求

・
個
人
情
報
開
示
請
求　
　

３
件

・
個
人
情
報
訂
正
請
求　
　

０
件

・
個
人
情
報
利
用
停
止
請
求
０
件

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
法
令
文
書
係

（
☎
�
９
１
１
１
）

利
用
し
て
く
だ
さ
い

　情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　左記日程は予定であり、６月12日㈪の議会運営
委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議日程議案等・結果」に
掲載しますのでご覧ください。
問い合わせ先

議会事務局（☎�９８００）

会期　６月19日㈪～７月４日㈫（1６日間）
６月12日㈪　議会運営委員会

19日㈪　本会議　開会、提案説明
（全員協議会）

20日㈫　本会議　個人一般質問
21日㈬　本会議　個人一般質問
22日㈭　本会議　個人一般質問
23日㈮　本会議　個人一般質問
2６日㈪　本会議　議案質疑
27日㈫　総務文教委員会
28日㈬　福祉環境委員会
29日㈭　産業建設委員会
30日㈮　予算決算委員会

７月４日㈫　本会議　委員長報告、採決、閉会
（全員協議会）議会運営委員会

詐欺に遭わないために

詐欺電話に要注意 

　被害に遭わないように次のことに十分気を
付けてください。
①電話でお金の話をされたら、「詐欺」だ
と疑いましょう。
②電話１本で、お金は返ってきません。
ウマい話には裏があります。
③ＡＴＭでは、お金の還付はできません。
「携帯電話を持ってＡＴＭに行け」は
詐欺です。
④お金に関する電話は一旦切って、家族
や警察に相談してください。
⑤相手が名乗った所属先（実在する市役
所・警察署など）に連絡して確認して
ください。

　市では、詐欺被害に遭わないために、
被害防止対策についてお話をする出前
講座も行っています。お気軽にお問い
合わせください。
申込み・問い合わせ先
・本庁安全安心推進課

防災安全係
（☎�９１２２）

詐欺電話が多発しています
　ニュースなどで話題になっていますが、「特殊詐欺」
被害が、市内でも発生しています。
　詐欺電話についての相談も多数寄せられています。詐
欺電話に対する警戒意識を高め被害を防ぎましょう。

詐欺の手口
　犯人グループは、次のような手口で電話をかけてき
ます。
⑴　市役所・県庁・年金機構などの公的機関の職員を

名乗り、「保険料の払い戻しがある」、「還付金があ
る」、「文書を送っているが届いていないか」

⑵　警察官を名乗り、「口座番号が不正に使われてい
る」、「口座情報が漏れている」

⑶　消防署員を名乗り、「災害発生時の法律が変わっ
た。パンフレットを送る」

⑷　息子などを名乗り、　「体調が悪くて声が出ない」、
「携帯電話が壊れたから電話しないでくれ」

このような電話や話を信じて連絡をしてしまうと、犯
人は、次のようにお金をだまし取ります。
○ＡＴＭに行かせ、携帯電話で指示をしながらお金を

振り込むように誘導する。

○現金を郵送するように指示をする。
○電子マネーを購入して番号を伝えるよう指示をす

る。
そのほかにもこんな手口が…
○社債などの権利があるという話をし、「権利を譲っ

てほしい」とか、「名義を貸してほしい」と電話
をかけた後、「名義貸しは違反だ」などと言って
お金を要求する。

○携帯電話に、「未納金がある」などというメール
を一方的に送り付けてくる。

　犯人は、電話帳などを使い手当たり次第に電話を
かけてきます。そのため、誰でも詐欺電話を受ける
可能性があります。
お金に関する話は安易に信用しないでください。「ウ
ソ話」にだまされないよう十分注意しましょう。　

～「自分は大丈夫」と油断は禁物です～

６月浜田市議会定例会日程（予定） 出前講座を行っています
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指定給水装置工事事業者一覧表
※　浜田自治区に居住している人は上水の欄、金城・旭・弥栄・三隅自治区に居住している人は簡水の欄に「○」のあ
　る工事事業者に連絡してください。

事業者名 住所 電話 上水 簡水 事業者名 住所 電話 上水 簡水

浜
田

㈲相生設備 長沢町 �２７４７ ○ ○

県
内
他
市

イマックス㈱大田営業所 大田市 0854�7163 ○
㈲安藤設備 高佐町 �６５８７ ○ ○ 石見工業㈱ 邑南町 0855�0220 ○ ○
イワタニ島根㈱浜田支店 熱田町 �１２５０ ○ イワミ水道㈲ 江津市 0855�0788 ○ ○
㈾石見水泉社 浅井町 �０７８３ ○ ○ ㈱植松 益田市 0856�4981 ○
㈲オーテック・システム 熱田町 080-６32６-1358 ○ ㈱内村電機工務店 出雲市 0853�1155 ○ ○
大原技研㈲ 下府町 �７７１０ ○ ○ ㈲大石水道工業所 益田市 0856�3258 ○ ○
勝田土地開発㈲ 佐野町 �０３８９ ○ ㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町 0855�1502 ○
㈲ガット 西村町 �０２２１ ○ 大田設備 大田市 0854�6063 ○
金高設備 日脚町 080-5759-9６24 ○ ○ ㈲大畑管工 益田市 0856�6961 ○
さいとう設備 上府町 �００４３ ○ ○ 角田工業㈱ 益田市 0856�2780 ○ ○
坂本設備 国分町 �１２５１ ○ ○ ㈱技研設備 益田市 0856�3158 ○
山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下府町 �４１７０ ○ ○ 建興工業㈱ 益田市 0856�4600 ○
シンセイ技研㈱浜田営業所 下府町 �８５６６ ○ ○ 光青電気㈲ 益田市 0856�3713 ○ ○
㈱大広設備 長沢町 �１７０４ ○ ○ 江津水道工事㈲ 江津市 0855�2016 ○ ○
㈲ダイヤ環境衛生 黒川町 �１１６９ ○ 五大設備㈲ 江津市 0855�2890 ○ ○
㈱電設サービス 黒川町 �２９５４ ○ ○ ㈲金剛ホーム設備 益田市 0856�1230 ○ ○
東洋設備㈲ 下府町 �５２３２ ○ ○ ㈱斎藤電機 益田市 0856�1822 ○
㈱中島水道 港町 �１３１５ ○ ○ ㈲佐々木工業 大田市 0855�2424 ○ ○
㈲能美建設 下府町 �１９３４ ○ ㈲ささき設備 江津市 0855�2080 ○ ○
浜田ガス水道工事㈱ 港町 �０７３７ ○ ○ 山陰クボタ水道用材㈱益田営業所 益田市 0856�4625 ○
まつした設備 上府町 �０３６０ ○ ○ 山陰水道工業㈱ 松江市 0852�3849 ○ ○
マルヰ設備㈱ 熱田町 �０４１６ ○ ○ 山陰冷暖㈱益田営業所 益田市 0856�6488 ○ ○
宮田建設工業㈱ 朝日町 �３３８８ ○ ○ 山陽空調工業㈱島根支店 大田市 0854�3311 ○ ○
森橋設備工事 上府町 �０２３６ ○ ○ ㈲ジェイサービス 益田市 0856�1738 ○ ○
渡辺設備 高佐町 �００６４ ○ ○ ㈱島根水道センター 松江市 0120-101-033 ○

金
城

イワタニ島根㈱グリーンガス支店 金城町七条 �１７７８ ○ 正栄工業㈱ 益田市 0856�1115 ○
石州金城設備 金城町下来原 �１７５６ ○ ○ 新光プロパン瓦斯㈱西益田支店 益田市 0856�2901 ○ ○
㈱電設サービス金城営業所 金城町七条 �２２４６ ○ ㈱シンセイ工業 益田市 0856�2077 ○ ○
㈲中田工務店 金城町下来原 �１２０３ ○ ㈲水道くん 益田市 0856�1607 ○
㈲日伸水道 金城町下来原 �１７５２ ○ ○ 石州水道工事㈱ 江津市 0855�2176 ○ ○

旭

㈲旭設備 旭町丸原 �００２２ ○ ○ 太陽温調工業㈲ 益田市 0856�1939 ○ ○
㈱岡貞組 旭町今市 �１１５５ ○ ㈲トモエ水道 江津市 0855�0555 ○ ○
㈱山本組 旭町市木 �０３１１ ○ 日新建設㈱ 益田市 0856�3378 ○
山本住設 旭町和田 �１０５６ ○ ㈲増野商会 益田市 0856�2425 ○ ○

三
隅

㈲梅谷工務所 三隅町湊浦 �０３３４ ○ 松井土建㈲ 川本町 0855�2686 ○
㈲大谷建設 三隅町向野田 �０１５６ ○ マルヰ設備㈱江津支店 江津市 0855�3319 ○
㈲岡田工務店 三隅町西河内 �００２５ ○ 温泉津管工事 大田市 0855�3985 ○
極東建設工業㈲ 三隅町向野田 093-６18-385６ ○ ㈲横田水道 江津市 0855�3276 ○ ○
河野建設㈱ 三隅町下古和 �１１２１ ○ ○

広
島
県

㈱アサ・テクノ 広島市 082-229-5311 ○ ○
第一建設工業㈱ 三隅町三隅 �０１２４ ○ ダン環境設備㈱ 広島市 082-840-1311 ○ ○
中電プラント㈱三隅事業所 三隅町岡見 �３２８７ ○ 中央機器設備㈱ 広島市 082-284-4101 ○
豊生建設㈱ 三隅町三隅 �２３５４ ○ ○ てらかわ産業 東広島市 082-425-1359 ○
㈱三隅ガスセンター 三隅町向野田 �１０３４ ○ ○ ㈱日建管工 広島市 082-2６3-5835 ○
三隅住設 三隅町三隅 �０７２５ ○ ㈱Ｎ.Ｉ.Ｃ 広島市 082-275-5227 ○ ○
ヤマオカ設備 三隅町三隅 �１７１７ ○ ○ 広島工業㈱ 広島市 082-237-1111 ○

県
内
他
市

㈲アイシーエス 益田市 0856�1288 ○ ○ 藤岡工業㈱ 広島市 082-243-６910 ○
アクア設備 益田市 0856�0992 ○ ○ ㈱免出 広島市 082-271-1555 ○
伊藤忠エネクスホームライフ 
西日本㈱石見営業所 江津市 0855�1050 ○ ○

イマックス㈱ 出雲市 0853�0009 ○

　６月１日㈭から７日㈬までの７日間は、第59回「水道
週間」です。　
　今年は「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」
をスローガンに、水道について、広く国民の理解と関心
を高めてもらうため、水道週間が実施されます。

水道水は、「いつでも、きれいで、安心して飲める」
という信頼に応えるため、老朽化している施設や管路の
維持修繕や更新、地震などの災害対策の推進、安全・快
適な水の供給の確保などを行っています。　　　　
　水道事業は、市民の皆さんに納めていただいている水
道料金でまかなわれています。これからも、水道水を安
定供給し、市民の皆さんのご理解とご協力をいただきな
がら、よりよい水道サービスを提供していきます。

長期間家を留守にするときは…
　留守中の宅内漏水などにより、多額の水道料金
が発生する事例があります。長期間にわたって家
を留守にする場合は、水道メーター手前のバルブ
を閉めておくか、水道の使用一時中止の届出をし
ましょう。

６月１日㈭から７日㈬は、
水道週間です

家庭の水道工事の申込み
　給水装置の新設・増設・改造・修理などは、市
の指定給水装置工事事業者（次ページの事業者一
覧表を参照）に申し込んでください。　　  　　

皆さんへのお願い

検針へのご協力　　
　水道メーター付近に物を置かないでください。
また、飼い犬は、出入口や水道メーターから離れ
た場所につないでおいてください。

宅内で漏水はありませんか？
　宅内で漏水した水の料金は、使用者の負担とな
ります。蛇口を全部閉めて、水道メーター文字盤
についている銀色のパイロットが少しでも回って
いれば漏水しています。その場合は、市の指定給
水装置工事事業者に連絡し修理してください。ま
た、地下漏水などに限り料金が減免できる場合が
ありますので、お問い合わせください。　　　　

問い合わせ先
工事関係　上下水道部工務課工務係（☎�９９１０）
料金関係　上下水道部管理課業務係（☎�９９０３）

貯水槽水道の維持管理
　水道法により、貯水槽水道の設置者は、清掃・
点検・検査などの維持管理を行う必要があります。
貯水槽の清掃などは、１年に１回は行ってくださ
い。

水道メーターの取替えを行います
　市では、計量法に基づき、定期的に水道メーター
の取替えを実施しています。取替作業は委託業者
が行い、取替えにかかる費用は無料です。取替委
託業者（名札・腕章を着用）が伺いましたら、協
力をお願いします。

施設の見学ができます
　美川浄水場では、個人又はグループでの見学を受け付
けています。場内の庭園に設けた池では、市民の皆さん
から寄付された錦鯉が泳ぎ、来場者の目を楽しませてく
れます。
申込み・問い合わせ先　美川浄水場（☎�０６９０）
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　萩・石見空港の利用促進と東京便１日２便
化定着のため、平成29年度も引き続き萩・石
見空港利用促進補助金制度を実施します。

萩・石見空港 をご利用ください
★補助金額★　往路搭乗日時点において

　⑴満６5歳未満の人……………………… 4,000円分
　⑵満６5歳以上の人……………………… 6,000円分 
　⑶萩・石見空港サポーター企業職員… 6,000円分
※　片道利用の場合の助成は半額です。
※　上記区分を重複した申請はできません。

※　上記の運賃は、10月28日㈯までの最安値の場合です。

●浜田市内在住で、平成30年３月31日㈯の間に、萩・石見空港～東京（羽田空港）間の定期便を
往復利用又は片道利用した人

●浜田市内在住の保護者と生計を同一にする、浜田市以外に在住する大学生・専門学生

こんなにお得です 浜田市の補助と萩・石見空港利用拡大促進協議会の
助成を合わせた運賃の例

【問い合わせ先】　
本庁産業政策課商工企画係（☎�９５０１）

　浜田の海の幸・山の幸などの特産品や伝統工
芸品など、多数取りそろえて紹介していますの
で、お中元などにぜひ利用してください。
「はまおく」市内配布場所

浜田市役所・各支所並びに各公民館など
※　「はまおく」ホームページからもご覧いた

だけます。
http://hamaoku.net/

問い合わせ先
本庁産業振興課産業振興係
（☎�９５０２）

対象

旅割７５
往復　20，800円

（最安値）

搭乗日より
75日前の予約が必要

旅割４５
往復　23，000円

（最安値）

搭乗日より
45日前の予約が必要

旅割２１
往復　30，000円

（最安値）

搭乗日より
21日前の予約が必要

       ６5歳未満・学生（往復）　　　　　　　　4,000円
       ６5歳以上・サポーター企業職員（往復）　6,000円
         　　　　　　３人一緒で１往復（１人） 3,000円 

実質（往復）
13,800円　　　

～11,800円　　　

実質（往復）
16,000円　　　

～14,000円　　　

実質（往復）
23,000円　　　

～21,000円　　　
       ６5歳未満・学生（往復）　　　　　　　　4,000円
       ６5歳以上・サポーター企業職員（往復）　6,000円
           　　　　　受験生応援（往復）　　 10,000円
　　　　　　　　　 　同行の保護者（往復）    6,000円
 ※ 進学や就活での受験や説明会に参加する学生とその保護者１人まで

実質（往復）
（学生）　　6,800円
（保護者）　10,800円

～ 8,800円　

実質（往復）
（学生）　　9,000円
（保護者）　13,000円

～11,000円　

実質（往復）
（学生）　16,000円
（保護者）　20,000円

～18,000円　

浜田市
補助

浜田市
補助

協議会
助成

協議会
助成

上記どちらか
プラス

上記どちらか
プラス

萩・石見空港　⇌　東京（羽田空港）

　「美しい日本をホテル
が走る」がコンセプトの

「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」
が６月17日㈯から運行を開
始します。山陰本線を駆け抜
ける車窓からは、雄大な日本海
の海岸線や美しい山並みなど浜田
のすばらしい景色を眺めることがで
き、乗客の皆さんに堪能していただけ
るものと思います。

　浜田は立ち寄り観光地として選
定はされていませんが、地域の皆
さんの盛り上がりが今後の選定の
一助になると考えています。
　各地域で様々なおもてなしの活
動が計画されています。皆さんも、
瑞風の運行を契機とした地域の活
性化に、ぜひ取り組んでみてくだ
さい。

　浜田地区おもてなし連絡会（白砂まちづくり委
員会・大麻地区まちづくり推進委員会・島根県立
大学総合政策学科（金野ゼミ）・駅北を花で飾ろう
会・ＪＲ浜田鉄道部・浜田市）は、各団体が一緒
になり「花」をテーマにしたおもてなしに取り組
んでいます。

【問い合わせ先】　
本庁観光交流課観光企画係

（☎�９５３０）

また、沿線の小学校では、児童・保護者・先生が
一体となった活動を計画しています。

６月の運行（予定）
６月18日㈰　山陰コース　下り
　　浜田駅通過時間　 5：32 ～ 5：38
６月19日㈪　山陰コース　上り
　　浜田駅通過時間　13：33
６月22日㈭　山陽・山陰コース　周遊
　　浜田駅通過時間　 5：41 ～ 5：45
※　時刻は変更される場合があります。また、
　駅構内への入場は制限される場合があります。

撮影ポイント
　瑞風は、折居海岸からゆうひパーク三隅にかけ
ては、ビューポイントとして徐行運転します。近
くで見たり写真を撮影したりするのにおすすめの
場所です。
※　折居海岸には駐車場がありませんので、公共

交通機関を利用してください。 ギフト情報誌「はまおく」をご活用ください

T
ト ワ イ ラ イ ト

WILIGHT E
エ ク ス プ レ ス

XPRESS 瑞風 が
山陰本線を走ります

瑞風に笑顔で手を振って歓迎しましょう

おもてなしの活動が生まれています
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市長日記元気な浜田をつくります （平成29年４月）

大平桜まつりに参加しました（４月２日） 理容組合浜田支部定期総会に出席しまし
た（４月３日）

浜田医療センターに赴任した初期研修医
を歓迎しました（４月５日）

岡山県津山市で美作浜田会の総会に出席
しました（４月10日）

春の全国交通安全運動総決起大会に出席
し、市役所前の国道９号で交通安全の啓
発活動を行いました（４月10日）

国際ソロプチミスト浜田から軽自動車の
寄贈を受け、赤ちゃん訪問のための公用
車として活用しました（４月25日）

学ぶ意欲を持つ学生の奨学金制度創設を願う山藤功さんの遺志を受け継ぎ、山藤法子さんから寄附を受けました（４月26日）

浜田市母子会連合会総会に出席しました
（４月22日）

浜田市民生児童委員協議会総会に出席し
ました（４月24日）

浜田市食生活改善推進協議会総会に出席
しました（４月21日）

ＪＡしまねいわみ中央女性部通常総会に
出席しました（４月25日）

上府保育園、みのり第２保育園、認定こ
ども園こくふ子ども園の園児と一緒にこ
いのぼりを掲揚しました（４月25日）

　青少年サポートセンターは、ひきこもりやニート、不
登校などの困難を抱える子どもや若者の自立支援を行っ
ています。気軽にご利用ください。

　社会参加・自立に向けた各種教室などを開催しています。
対象　社会生活を円滑に送る上での困難を抱えたおおむね40歳

までの次に該当する人　
・学校生活がうまくいかず、悩んでいる人
・家に閉じこもりがちで、生活習慣を変えたいと考えている人
・人に関わることなど、社会生活に不安のある人
定員　内容により変わります。
料金　無料（材料費などは実費）
申込方法　実施日の２日前までに、電話で申し込んでください。
※　内容や日程など、詳しくは市ホームページをご覧になるか、

お問い合わせください。
申込み・問い合わせ先
　青少年サポートセンター（☎�０９８５）

青少年サポートセンター

相談専用フリーダイヤル：☎0120-783-419

浜田郵便局

浜田市役所

青少年サポートセンター
（旧浜田警察署）

至江津市

国道９号線国
道

１
８
６
号
線

至益田市

        位置図

所在地　浜田市殿町22番地（旧浜田警察署１階）
開所時間　午前８時30分～午後５時15分
（土・日・祝日・年末年始を除く。） 

駐車場　建物前に専用駐車場があります。
問い合わせ先　☎�０９８５・▢ＦＡＸ �１０８０

青サポ教室
　陶芸・お菓子づくり・パソコン・粘土細
工などを１回２時間で各教室に講師を招い
て実施します。

青サポクラブ
　屋外活動・折り紙・書き方・手芸など、
大きなテーマは決まっていますが、内容は
参加者で何がしたいかなどの意見を基に決
めます。

養育・教育不安の相談
　青少年サポートはまだの相談員が悩みを伺
います。
　相談や支援が必要な人の窓口として、気軽
に相談してください。
相談対象　
・育児や教育などに不安のある保護者
・学校生活などに不安のある児童・生徒
・ひきこもりやニートの状態で悩みを抱えた

人、又はその家族
※　相談は無料で、秘密はかたく守ります。

居場所の利用や自立支援
　ひきこもりやニートの状態で悩んでいる
人が集える居場所やいろいろな体験をとお
して社会参加や自立に向けた教室を開催し
ています。
施設概要　
・居場所
・学習室
・音楽室
・図書室
自立支援活動
・青サポ教室
・青サポクラブ

青サポ教室の様子

居場所の様子

子ども・若者の自立を支援します
～青少年サポートセンターの紹介～

青サポ教室・青サポクラブを開催しています
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　４月20日㈭、電動車操作技能講習会が弥栄老人福祉センター
で開催されました。これは、電動四輪車を利用する高齢者の事
故を防ぐために浜田市社会福祉協議会弥栄支所が主催したもの
です。
　講習会では、浜田警察署員と交通安全協会の人を講師に迎え
電動四輪車の仕組みと操作実技、交通ルールなどを学びました。
参加者は、車庫入れやジグザグにコーンの間を通るなど３つの
コースを実際に乗車して走行し、操作方法や注意点などの指導
を受けていました。

　４月19日㈬、梨の授粉体験が山ノ内梨園で行われました。こ
れは、地域の特産品である赤梨（豊水）について学び、農業の
苦労と喜びを知ってもらおうと毎年行なっているもので、旭小
学校４年生25人が体験しました。
　児童たちは、生産者からおしべとめしべの説明や作業方法に
ついて聞いたのち、梵天という耳かき状の道具を使い50本の梨
の木に花粉を付けて回りました。授粉作業を体験した児童たち
は「授粉に良い花と悪い花があることを知りました」と話して
いました。今後は、摘果作業や収穫作業も行う予定です。

バックでの車庫入れは慎重に

　４月1６日㈰、クラシックカー 50台がお魚センター駐車場
に集まりました。これは、世界中のクラシックカーの愛好者
が自慢の愛車で日本縦断を楽しむラリーイベント「Samurai 
Challeｎge Japaｎ」の途中に昼食のため立ち寄ったものです。
　イベントには、1920年代のクライスラーなどが参加し、４月
12日に福岡を出発し５月５日に北海道洞爺湖にゴールしまし
た。珍しい車を一目見ようと市内外から集まった多くの来場者
は、クラシックカーが到着するたびに歓声を上げ、車を間近で
見学したり、記念写真を撮ったりしていました。

　４月1６日㈰、山菜採り体験ツアーがふるさと体験村で行われ
ました。この催しは、弥栄の春を感じてもらおうと開催された
もので、県内外から参加者が集まりました。
　当日は、山菜の名前や収穫時期、調理方法などの説明を案内
役の地元の人から聞きながら、約２㎞のコースを歩きタラの芽・
山ふき・こごみなどを採りました。昼食には、ふるさと体験村
が調理した採れたての山菜の天ぷらやあえ物などを食べ、みん
なで春の味覚を味わいました。

一輪一輪丁寧に

珍しい車と記念写真

袋いっぱいにふきを採る参加者 鯉のぼりを見上げながら歌を歌う園児

　４月23日㈰、地域消防施設一斉点検を消防団金城消防隊の美
又地区の団員が行いました。これは、河川等消防水利などを点
検確認し、有事の際に火災の延焼などを防ごうと３月から４月
にかけ、金城自治区の団員がそれぞれの地区で行ったものです。
　この日は、地区内の消火栓・防火水槽・河川等消防水利の状
況などを３班に分かれて点検し、取扱いなどを確認しました。
参加した団員は、「これからも消防署や地域の人と連携し、火
災予防活動や有事の際の災害の拡大防止に努めていきたい」と
話していました。

　４月21日㈮、鯉のぼりの掲揚が石見公民館で行われました。
これは、子どもたちの健やかな成長と地域の人たちとの交流を
目的に昨年から公民館が始めたものです。
　当日は、地域の皆さんが見守る中、新聞紙で作った兜をかぶっ
た石見幼稚園年長・年中クラスの29人がロープを引っ張り鯉の
ぼりを掲げました。園児たちは、地域の人から寄贈された鯉の
ぼり７匹と自分たちの描いた手づくり鯉のぼり29匹が悠々と青
空を泳ぐ様子に歓声を上げていました。

消火栓の取扱いや注意点を確認し合う団員

　４月29日㈷、石州浜っ子春まつりが行われました。これは、
浜っ子まつり振興会・浜っ子春まつり実行委員会が浜田市の春
の風物詩として毎年開催しているものです。
　当日は、市内の10団体や大名行列・やっこ隊の総勢530人が
栄町から銀天街までの約２㎞をパレードしました。沿道には、
パレードを見ようと集まった多くの人でにぎわいました。また、
パレードが通過する各商店街では楽市が開かれ、神楽などの催
しや屋台などでまつりを盛り上げました。

槍の投げ渡しに拍手喝采

水産高校の生徒も籠かきとして参加 キリっと行進するやっこ隊

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

技術とマナーを学んで事故防止
～　電動車操作技能講習会　～

やさか

あさひ地元の特産品について学ぶ
～　梨の授粉体験　～

往年の名車がずらり
～　クラッシックカー 50台が集結　～

はまだ

やさか里山の春を探そう
～　山菜採り体験ツアー　～

はまだ元気に泳げ鯉のぼり
～　鯉のぼりの掲揚　～

有事に備えて一斉点検
～　地域消防施設一斉点検　～

かなぎ

春の風物詩
～　石州浜っ子春まつり　～

はまだ
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保
険
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療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
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ー
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活
・
環
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住
　
　
　
宅

人
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育
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く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

色鮮やかな長浜人形

　４月13日㈭、稚ウナギの体験放流が三隅川沿いで行われまし
た。この企画は、子どもたちに川に住む生き物を身近に感じて
もらいたいと三隅川漁業協同組合が毎年行っているものです。
　参加した三保保育園・三隅保育所の総勢29人は、同組合員か
ら話を聞いたあと、自分のバケツに稚ウナギを入れて川に放流
しました。はじめは怖がったり、驚いたりしていた園児たちで
したが、段々とウナギをつかむのが上手になり、「大きくなっ
てね」などと言いながら放流を楽しんでいました。

　４月９日㈰、井川の一本桜まつりが三隅町黒沢地区の井川公
園で行われました。このまつりは、自分たちのできることをし
ながら地域でみんな楽しく暮らすことを目的に井川の一本桜ま
つり実行委員会が企画したものです。
　会場の特設ステージでは、河内奏楽中による神楽が催された
ほか、来場者による餅つき体験もありました。また、地域の皆
さんが持ち寄った食材を使った炊き込みご飯やカボチャの天ぷ
らなどの田舎料理が販売され、訪れた約200人を楽しませてい
ました。

ぬるぬるするウナギをつかもうと奮闘中

　４月８日㈯・９日㈰、夜桜茶会が今福公民館で行われ、約
200人の来場がありました。この茶会は、野点の雰囲気を楽し
んでもらおうと、公民館・地域の茶道愛好者でつくる「茶楽の
会」・ボランティアの皆さんが毎年開催しているもので、今年
で25回目となります。
　会場内は、古風な東屋・小さな筍・満開の美しい桜・菜の花
の茶席などが設けられ、まるで和風庭園にいるような演出がさ
れていました。来場者は、「会場を眺めながらの抹茶と和菓子
のもてなしに心が和む」と話していました。

　４月２日㈰、ご縁を結ぶひなまつりが木田暮らしの学校で開
催され、約200人の来場者でにぎわいました。この催しは、心
からのおもてなしと懐かしい木造校舎でのひなまつりを楽しん
でもらおうと木田地区振興協議会が開催したものです。
　当日は、木田地区の庄屋であった佐々田家から寄贈された明
治以前のひな人形や古い長浜人形、七段飾りなどが展示され、
来場者の目を引いていました。また、会場内ではステージイベ
ントや婦人グループによるおば茶んカフェも開かれ、来場者は
美しい人形を見ながら話に花を咲かせていました。

地域の人の手づくり料理に目移りする来場者

野点の雰囲気の中で行われた茶会

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認

定
制
度
と
は
？

　

こ
の
制
度
は
、
適
切
な
応
急
手

当
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

有
す
る
事
業
所
な
ど
を
「
ま
ち
か

ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て

認
定
し
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と

で
救
命
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
社
会
貢
献
を
高
く
評
価

し
、
地
域
に
お
け
る
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

認
定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　

こ
の
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所
で
、

次
の
３
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い

る
事
業
所
に
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状

態
に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従

業
員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ

と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認

定
事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
４
月
に
６
事
業
所
を

新
た
に
認
定
し
、
全
部
で
85
事
業

所
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

認
定
事
業
所
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場

所
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新
た
に
認
定
さ
れ
た
６
事
業
所

（
順
不
同
）

・
コ
ワ
温
泉

・
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
ざ
ん
か

・
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
金
城

支
所
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ム

・
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

・
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
輝
ら
ら

・
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

※　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
い
た
だ
く
か
、
市
消
防

本
部
警
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

（
☎
�
５
１
６
７
）

認定した事業所には、
表示証が提示されています

　

近
年
、
野
良
猫
に
よ
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
な
か
に
は
ご
近

所
ト
ラ
ブ
ル
へ
と
発
展
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
原
因
と

な
る
野
良
猫
の
数
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
今
年
度
か
ら
不
妊
去
勢

手
術
で
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
手
術
の
普
及
を
通

じ
て
殺
処
分
さ
れ
る
子
猫
の
数
ゼ

ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

交
付
条
件

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
を
受
診

す
る
こ
と

交
付
金
額　
手
術
１
回
５
千
円

注
意
事
項

①
必
ず
手
術
一
週
間
前
ま
で
に
申

請
が
必
要
で
す
。
市
役
所
２
階

環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
動
物
病
院
の
領
収
書
が
必
要
で

す
。

③
野
良
猫
の
場
合
は
術
前
と
術
後

の
写
真
が
必
要
で
す
。

※　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
（
☎
�
９
４
２
０
）

６月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
１ 木 原町、瀬戸見町、元浜町
５ 月 原井町
６ 火 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
７ 水 長沢町１
８ 木 長沢町２～５・７・８
12 月 生湯町１～４
13 火 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
14 水 浅井町４～６
15 木 浅井町１～３、黒川町１・２
19 月 黒川町３～７
20 火 相生町１～３
21 水 相生町３・４、竹迫町
22 木 杉戸町、笠柄町
2６ 月 熱田町６～10
27 火 熱田町11～13
28 水 熱田町14、内田町
29 木 長浜町１～８
※　平成29年度より週４日（月～木曜日）

の作業とします。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日

に実施することがあります。　
（本庁環境課くらしと環境係）

大きく育ってね
～　稚ウナギの体験放流　～

みすみ

みすみおもてなしでまつりを盛り上げる
～　井川の一本桜まつり　～

あさひ懐かしい木造校舎でひなまつり
～　ご縁を結ぶひなまつり　～

庭園仕立ての屋内会場で茶会
～　夜桜茶会　～

かなぎ

安
全
安
心

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

生
活
・
環
境

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
費
用

を
助
成
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

㈪
当
日
消
印
有
効
で
す
。

※　

電
話
に
よ
る
意
見
は
お
受
け

で
き
ま
せ
ん
。

説
明
会
の
開
催

　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
内
容

に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

開
催
日
時　
６
月
３
日
㈯　

午
前

10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

開
催
場
所　
三
隅
中
央
会
館

問
い
合
わ
せ
先

中
国
電
力
㈱
電
源
事
業
本
部
環

境
グ
ル
ー
プ
【
〒
７
３
１
‐

８
７
０
１　

広
島
県
広
島
市
中

区
小
町
４
‐
33
（
☎
０
８
２
‐

２
４
３
‐
６
７
１
３
）】

　

市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の

向
上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
既
存
の
住
宅
を
市
内

の
工
務
店
な
ど
を
利
用
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人 

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人

住
宅
又
は
併
用
住
宅
の
個
人
住

宅
部
分
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
昭
和
5６
年
６
月
１
日
以
後
に
着

工
さ
れ
た
住
宅

・
昭
和
5６
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
の
う
ち
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
た
も
の

※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
、
又
は
営
利
を
目
的
と
し
て

家
賃
を
徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住

宅
は
、
対
象
外
で
す
。 

※　

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
後
に
居
住
す
る
場
合

は
、
補
助
対
象
で
す
。

※　

市
で
は
耐
震
診
断
に
つ
い
て

も
、
別
の
助
成
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。

対
象
工
事

⑴  

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
築
・
増
築
（
10
㎡
以
内

の
も
の
に
限
る
）・
修
繕
・
模

様
替
え
・
設
備
改
善
で
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

⑵  

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
、
又
は
市
内

に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主

で
あ
る
こ
と

　

中
国
電
力
㈱
は
、
三
隅
発
電
所

２
号
機
建
設
変
更
計
画
環
境
影
響

評
価
準
備
書
の
縦
覧
を
行
う
と
と

も
に
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所

・
浜
田
市
役
所
環
境
課

・
市
役
所
金
城
支
所
市
民
福
祉
課

・
市
役
所
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

・
市
役
所
三
隅
支
所
産
業
建
設
課

・
島
根
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策

課
・
中
国
電
力
㈱
三
隅
発
電
所
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル

期
間　
６
月
2６
日
㈪
ま
で
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）

※　

三
隅
発
電
所
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
は
、
７
月
10
日
㈪
ま
で
（
７

月
10
日
以
外
の
月
曜
日
は
休
館
）

縦
覧
し
て
い
ま
す
。
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時

意
見
の
提
出
方
法　

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
内

容
を
記
入
の
上
、
縦
覧
場
所
に

設
置
の
意
見
箱
に
投
函
又
は
問

い
合
わ
せ
先
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
10
日

⑶  

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31

日
ま
で
に
対
象
工
事
が
完
了
す

る
こ
と

⑷  

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
同
種
の
補
助
金
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

※　

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
住
宅
改

修
、
し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
石
州
瓦

等
利
用
促
進
補
助
事
業
な
ど
の

同
種
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う

工
事
部
分
は
対
象
外
で
す
。 

※　

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
、

家
電
製
品
そ
の
ほ
か
の
物
品
の

購
入
費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る

費
用
の
10
分
の
１
相
当
額
で
、

20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

50
万
円
未
満
の
場
合

補
助
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

50
万
円
以
上
２
０
０
万
円
未
満
の

場
合対

象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額

の
10
分
の
１
に
相
当
す
る
額

（
１
、０
０
０
円
未
満
の
額
は

切
り
捨
て
）

２
０
０
万
円
以
上
の
場
合

一
律
20
万
円

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達

し
た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に

申
請
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
建
築
住
宅

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

社
会
保
障
・
税
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
制
度
と
は
…

　

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人

の
情
報
を
同
一
人
の
情
報
で
あ
る

と
い
う
こ
と
の
確
認
を
行
う
た
め

の
基
盤
で
あ
り
、
社
会
保
障
・
税

制
度
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公

平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
社
会
基
盤
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
国
の
行
政
機

関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、
社

会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野

で
利
用
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

通
知
カ
ー
ド

　

平
成
27
年
に
住
民
票
を
有
す
る

全
て
の
人
に
１
人
１
つ
の
番
号

（
12
桁
）が
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
い
た
通
知
カ
ー
ド
は
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場

合
は
、
再
発
行
手
数
料
（
５
０
０

円
）
が
か
か
り
ま
す
。

※　

配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
や
、

宛
所
に
尋
ね
あ
た
ら
な
い
場
合

の
通
知
カ
ー
ド
は
、
郵
便
局
が

一
定
期
間
預
か
っ
た
後
、
浜
田

市
役
所
総
合
窓
口
課
で
保
管
し

て
い
ま
す
。

※　

通
知
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
に

変
更
が
あ
る
場
合
（
転
居
・
転

入
に
よ
る
住
所
変
更
、
婚
姻
な

ど
に
よ
る
氏
名
変
更
な
ど
）は
、

変
更
後
の
内
容
を
記
載
し
ま
す

の
で
、
届
出
時
に
通
知
カ
ー
ド

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

　

日
本
に
お
い
て
「
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る

身
分
証
明
書
の
ひ
と
つ
で
、
持
ち

主
の
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・

性
別
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）・
証
明
写
真
な
ど
を
カ
ー
ド

に
表
示
し
、
こ
れ
ら
を
IC
チ
ッ
プ

に
記
録
す
る
IC
カ
ー
ド
で
す
。

希
望
す
る
人
は
申
請
に
よ
り
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
で
き
ま
す

　

通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

書
（
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て

か
ら
住
所
な
ど
の
変
更
が
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
。
変
更
が
あ
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）
に
顔

写
真
を
添
付
し
、
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ
郵
送
な
ど

に
よ
り
申
請
す
る
と
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
の
交
付
が
手
数
料

無
料
（
初
回
の
み
）
で
受
け
ら
れ

ま
す（
通
知
カ
ー
ド
と
引
き
換
え
）。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
顔

写
真
付
き
IC
カ
ー
ド（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
）
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示

や
本
人
確
認
用
の
身
分
証
明
書
と

し
て
使
え
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
・
課
税

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
の
電
子
申
請
が
行
え
る
電
子

証
明
書
が
標
準
搭
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
有
効
期
限
ま
で
利
用
可
能
で
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の

重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
は
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
返
納
と
な

り
ま
す
。
紛
失
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、警
察
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

※　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は

所
得
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ

れ
ま
せ
ん
。

※　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
即

日
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

し
た
約
１
か
月
後
に
カ
ー
ド
が

で
き
あ
が
り
、
市
役
所
へ
受
け

取
り
に
来
て
も
ら
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　夏本番も目前、クーラーの効いた部屋で過ご
すのもいいですが、たまには外に出てのんびり
と輝く星を眺めてみてはいかがでしょう。
　「CO₂削減ライトダウンキャンペーン」は、
ライトアップ施設や家庭の照明などを消して、
電量を削減し、地球環境について考える取組で
す。今年は６月21日㈬～７月７日㈮に実施され
ます。
　６月21日（夏至の日）と７月７日（クールアー
ス・デー）は特別実施日として設定されていま
す。午後８時から10時までの間、全国のライト
アップ施設や各家庭の照明などの一斉消灯を呼
び掛け、削減電力量を集計します。

　スローガンは「ライトダウンする夜は、み
んなが地球を想う夜」です。身近な明かりを
消して、夜空を眺めながら家族や同僚、友人
たちと地球温暖化について一緒に考えてみま
せんか。
詳しくはホームページをご覧ください。
https://funtoshare.env.go.jp/coolearthday/

（本庁環境課くらしと環境係）

クールチョイス

住
宅

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

応
援
し
ま
す

三
隅
２
号
機
建
設
変
更
計
画

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦

覧
を
行
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
っ
て
何
？

通
知
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

CO₂削減ライトダウンキャンペーンに
ご協力ください
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国
民
健
康
保
険
料

　

リ
ス
ト
ラ
や
事
業
不
振
な
ど
に

よ
り
、
本
年
（
平
成
29
年
）
中
の

所
得
の
見
込
み
額
が
前
年
（
平
成

28
年
）
中
の
所
得
に
比
べ
て
激
減

し
て
い
る
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険
料

を
減
額
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
と
国
保
加
入
者

の
市
民
税
が
非
課
税
で
、
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

23
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
均
等

割
額
を
全
額
減
額
し
ま
す
。
対
象

と
見
込
ま
れ
る
世
帯
に
は
、
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

市
民
税
県
民
税

　

疾
病
・
失
業
・
廃
業
・
事
業
不

振
な
ど
に
よ
り
、生
活
が
困
窮
し
、

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
市
民

税
県
民
税
を
減
額
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

減
免
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
現
況
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
記
載
し
、

児
童
手
当
の
受
給
資
格
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出

が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
期
限

内
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

６
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

※　

受
給
中
の
人
に
は
６
月
上
旬

に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※　

窓
口
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

⑴　

受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し

※　

国
民
年
金
加
入
者
は
、
提
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵　

平
成
29
年
度
所
得
・
課
税
証

明
書

※　

平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に

浜
田
市
に
転
入
し
た
人
は
必
要

で
す
。
平
成
29
年
１
月
１
日
現

在
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
発
行

の
証
明
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

⑶　

別
居
監
護
申
立
書

⑷　

対
象
児
童
の
属
す
る
世
帯
全

員
の
住
民
票
の
写
し

※　

⑶
・
⑷
は
、
対
象
児
童
と
別

居
し
て
い
る
人
で
、
児
童
の
住

所
が
浜
田
市
外
の
場
合
に
必
要

で
す
。

※　

そ
の
ほ
か
、
状
況
に
よ
り
別

途
提
出
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

75
歳
頃
か
ら
、
歯
が
な
く
な
る

こ
と
に
よ
り
噛
む
力
や
食
べ
る
力

が
低
下
し
て
き
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
「
い
き
い
き
」
と
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
も
、
歯
科
口
腔
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
7６
歳
か
ら
85
歳
（
昭
和
７

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
の
市
民

※　

病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
、
ほ
か
の
保

険
事
業
の
歯
科
口
腔
健
診
を
受

け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

実
施
内
容　
歯
や
歯
肉
な
ど
口
の

中
の
状
態
や
飲
み
込
み
な
ど
の

機
能
を
、
問
診
や
歯
科
医
に
よ

る
診
察
な
ど
で
調
べ
ま
す
。

実
施
期
間

６
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈭

実
施
場
所　
市
内
の
実
施
歯
科
医

院
（
左
表
の
と
お
り
）

※　

こ
の
ほ
か
県
内
実
施
歯
科
医

院
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

回
数　
１
回

受
診
費
用　
無
料

持
っ
て
い
く
も
の　
受
診
券
（
対

象
者
に
送
付
し
ま
す
）・
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
※　

健
診
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は

各
実
施
歯
科
医
院
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

受
診
券
に
つ
い
て

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

健
診
内
容
に
つ
い
て

・
本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（
☎
�
９
１
２
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

三
隅
発
電
所
地
域
経
済
対
策
協

議
会
で
は
、
平
成
30
年
11
月
に
着

工
予
定
の
三
隅
発
電
所
２
号
機
の

建
設
に
伴
い
、
工
事
及
び
物
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
受
注
を
希

望
さ
れ
る
事
業
者
か
ら
の
受
注
希

望
調
査
票
の
受
付
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
ま
す
。

提
出
書
類

工
事
受
注
希
望
事
業
者

工
事
受
注
希
望
調
査
票
・
有
資

格
者
数
一
覧
表
・
施
工
実
績
一

覧
表

物
品
・
サ
ー
ビ
ス
受
注
希
望
事
業

者
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
受
注
希
望
調

査
票

※　

書
類
は
、浜
田
商
工
会
議
所
・

石
央
商
工
会
の
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

提
出
方
法　
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
送
信
す

る
場
合
は
、
送
信
先
に
対
し
、

到
着
確
認
を
各
自
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

提
出
先

・
浜
田
商
工
会
議
所
【
〒
６
９
７

‐
０
０
２
７　

浜
田
市
殿
町

１
２
４
‐
２
（
▢FAX
�
５
４
０
０
）】

Em
ail:cci3202@

ham
ada-cci.

or.jp・
石
央
商
工
会
【
〒
６
９
７
‐

０
１
２
１　

浜
田
市
金
城
町
下

来
原
１
４
０
９
‐
２
（
▢FAX
�

１
７
８
３
）】

Em
ail:sekio-s@

iw
am

i.or.jp

※　

提
出
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
商
工
会
議
所

（
☎
�
３
０
２
５
）

・
石
央
商
工
会

（
☎
�
０
０
７
０
）

・
本
庁
産
業
政
策
課
三
隅
発
電
所

対
策
室
（
☎
�
９
５
０
０
）

・
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
内
三
隅

発
電
所
対
策
室
三
隅
発
電
所
対

策
係
（
☎
�
２
８
０
３
）

　

平
成
29
年
度
所
得
・
課
税
証
明

書
（
平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
の

所
得
の
証
明
）
を
発
行
し
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
し
た
場
合
は
、

窓
口
で
取
得
す
る
よ
り
も
、
手
数

料
が
１
０
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
取
得
で
き
る
の
は
、
平

成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
浜
田
市

に
お
住
ま
い
の
人
の
所
得
・
課
税

証
明
書
と
な
り
ま
す
。

発
行
開
始
日　
６
月
１
日
㈭
～

窓
口
で
の
発
行

発
行
窓
口

①
本
庁
１
階
総
合
窓
口
課

②
本
庁
２
階
税
務
課

③
各
支
所
市
民
福
祉
課

④
行
政
窓
口
の
あ
る
公
民
館

時
間

①
～
③
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
。）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

④
行
政
窓
口
の
あ
る
各
公
民
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
数
料　
１
通
３
０
０
円

必
要
な
も
の

・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な

ど
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行

利
用
で
き
る
店
舗

全
国
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
（
ロ
ー
ソ
ン
・
ポ
プ

ラ
を
含
む
）・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ

ン
ク
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

※　

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設
置
し

て
あ
る
店
舗
の
み
と
な
り
ま
す
。

時
間　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11

時
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
・

保
守
点
検
日
な
ど
を
除
く
。）

手
数
料　
１
通
２
０
０
円

必
要
な
も
の　
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
証
明
書
自
動
交
付
機
能
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

※　

コ
ン
ビ
二
で
取
得
す
る
場
合

は
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
本

人
の
み
取
得
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

税
務
・
納
税

平
成
29
年
度
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　

市
民
税
県
民
税
の
納
税
通
知
書

と
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
通
知

書
を
６
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

市
民
税
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
人
に
は
勤
務
先
を
通

じ
て
届
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

　

市
民
税
県
民
税
や
国
民
健
康
保

険
料
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
14
日
㈬
～
30
日
㈮

（
土
・
日
を
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
市
役
所
第
２
東
分
庁
舎
１

階
※　

各
支
所
市
民
福
祉
課
で
も
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
納
税
・
決
定
通
知

書
を
送
付
し
ま
す

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

子
育
て

健
康
・
福
祉

市内実施歯科医院
歯科医院名 住所 電話番号

青笹歯科医院 朝日町 �０６４１
石橋歯科医院 京町 �０１４３
岡本歯科 田町 �１４４０
梶原歯科医院 朝日町 �０６６２
かずあきデンタル
クリニック 長沢町 �２７１９

小松原歯科医院 長沢町 �０１５５
こんどう歯科医院 治和町 �７３７３
杉本歯科医院 国分町 �３３１１
竹田歯科医院 周布町 �１０３２
たけはら歯科
クリニック 相生町 �３６９８

ながうら歯科 片庭町 �０８８０
長野歯科医院 熱田町 �０５８５
西島歯科医院 京町 �１５４８
パール歯科 黒川町 �３９８８
みやもと歯科医院 新町 �０９６０
田中歯科金城医院 金城町下来原 �０８２３
大山歯科医院 旭町今市 �００４８
齋藤歯科医院 三隅町西河内 �００４２
山根歯科医院 三隅町三隅 �０１４５

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
歯

科
口
腔
健
診
を
実
施
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

三
隅
発
電
所
２
号
機
建
設

に
伴
う
受
注
希
望
調
査
票

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
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心
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療
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中学校１年生小学校４年生

（％）毎日朝ごはんを食べる児童生徒の割合の推移

86.0

87.1

平成29年度受託医療機関一覧表
医療機関名 住所 電話番号 予約 医療機関名 住所 電話番号 予約

池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 �５３５３ ◎ 西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００
うのピアノクリニック 宇野町 �１９１１ ◎ 西川病院（注２） 港町 �２３９０ ◎
大石内科医院（注２） 黒川町 �０３１３ 能美クリニック 天満町 �３２３１
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ 半田医院 港町 �０２８８
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ 真鍋医院 国分町 �００３１
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５
沖田病院 殿町 �１５５５ 都医院 治和町 �０１００
笠田医院 牛市町 �１６２１ 彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ◎
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ◎ やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ◎
小池医院 日脚町 �１０２０ ◎ 山根病院 熱田町 �０６８８
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ◎ 金城沖田医院　 金城町七条 �１８００
斎藤医院 朝日町 �０２２８ ◎ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ◎
さかね内科 殿町 �２２３４ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ◎
さわだこどもクリニック（注１）国分町 �３７７７ 酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ◎
島田病院 殿町 �２５１１ ◎ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ◎
心療内科田中クリニック（注１）長沢町 �１６５０ ◎ 寺井医院（注３） 三隅町三隅 �００３８
中村医院 片庭町 �１１８３ 中村医院（注４） 三隅町三隅 �００２１
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ 野上医院 三隅町三隅 �００３１
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ◎ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ◎
中村整形外科 殿町 �３３２５ ◎
※　 （注１）…前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診のみ実施　（注２）…通院患者のみ実施　
（注３）…特定健診については午前中のみ実施　（注４）…午前中のみ実施

※　予約欄の◎は全ての検（健）診で予約が必要です。

検
査
委
託
機
関　
JA
島
根
厚
生
連

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
15
日

㈭
必
着

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
性
別
、
④
生
年
月
日
、
⑤
日

中
連
絡
先
電
話
番
号
、
⑥
加
入

健
康
保
険
、⑦
受
診
希
望
日
時
・

会
場
名
（
第
１
希
望
・
第
２
希

望
の
日
程
及
び
希
望
時
間
は
、

午
前
・
午
後
・
い
つ
で
も
可
の

い
ず
れ
か
）を
必
ず
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※　

希
望
日
時
に
添
え
な
い
場
合

や
応
募
が
少
な
い
場
合
は
、
計

画
変
更
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

地
域
医
療
対
策
課
「
巡
回
人
間

ド
ッ
グ
」
係 

は
が
き
記
入
例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

・
抽
選
の
結
果
は
、
６
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年月日
⑤連絡先電話番号
⑥加入健康保険
⑦受診希望日時・会場名

（表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市役所
地域医療対策課

「巡回人間ドック」係

　

市
で
は
、
健
康
の
保
持
増
進
と

病
気
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
、

人
間
ド
ッ
グ
を
受
診
す
る
機
会
の

な
い
人
に
巡
回
健
診
車
で
受
診
す

る
「
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
」
を
行
い

ま
す
。
短
時
間
（
約
１
時
間
）
で
、

い
ろ
い
ろ
な
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検
査
項
目　
問
診
、
血
圧
測
定
、

身
体
計
測
、
心
電
図
検
査
、
腹

部
エ
コ
ー
検
査
（
肝
臓
・
腎
臓
・

す
い
臓
・
胆
の
う
・
脾
臓
）、

眼
底
・
眼
圧
検
査
、
視
力
・
聴

力
検
査
、
骨
密
度
測
定
、
胸
部

Ｘ
線
検
査
、
胃
部
バ
リ
ウ
ム
検

査
、
血
液
検
査
（
白
血
球
、
赤

血
球
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク

リ
ッ
ト
、
血
小
板
、
肝
機
能
検

査
、
腎
機
能
検
査
、
血
中
脂
質

検
査
、
血
糖
検
査
・
痛
風
検
査
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
リ
ウ
マ

チ
検
査
、
甲
状
腺
・
前
立
腺
疾

患
検
査
、
胃
の
健
康
度
な
ど
）、

尿
検
査
（
蛋
白
・
糖
・
潜
血
）、

便
潜
血
検
査 

、
内
科
診
察

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
（
昭
和

18
年
４
月
１
日
～
平
成
10
年
３

月
31
日
生
ま
れ
）
の
浜
田
市
に

住
民
票
が
あ
る
人

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

巡
回
人
間
ド
ッ
ク

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

③
ほ
か
の
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診
し

な
い
人
及
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が

ん
検
診
の
助
成
を
受
け
な
い
人

定
員　
各
会
場
25
人

自
己
負
担
金　
８
，
０
０
０
円 

※　

受
診
日
当
日
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

実
施
日
・
会
場　

実施日 会　場
７月19日㈬ 三隅保健センター
７月20日㈭ 岡見漁業振興会館
７月21日㈮ みのり会館（三隅町）
９月４日㈪・５日㈫ 市総合福祉センター
９月６日㈬ 市役所弥栄支所
９月７日㈭ 都川高齢者活動促進センター
９月８日㈮ 旭保健センター
９月2６日㈫～ 28日㈭ ふれあいジムかなぎ

期
間　６

月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈭

場
所　
受
託
医
療
機
関
（
次
ペ
ー

ジ
一
覧
表
の
と
お
り
）

※　

浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実

施
し
て
い
た「
集
団
健
康
診
査
」

は
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

　

年
に
１
度
は
体
の
点
検
を
行
い
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見

を
し
ま
し
ょ
う
。
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人
は
、
加
入
す
る
医
療
保

険
者
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査

を
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
は
、
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
実
施
す
る
健
康
診
査

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
受
診
方
法

⑴　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
特
定

健
康
診
査
（
健
康
診
査
）
受
診

券
が
医
療
保
険
者
か
ら
届
き
ま

す
。
た
だ
し
、
次
の
人
に
は
受

診
券
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
今

年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

を
受
診
予
定
の
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

で
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予
定
の
人

③
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
い
る

人
⑵　

送
付
さ
れ
た
受
診
券
や
案
内

を
確
認
し
、
指
定
の
医
療
機
関

や
集
団
健
康
診
査
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の　
受
診
券
・
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証

※　

健
康
手
帳
・
前
年
度
の
受
診

結
果
票
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

自
己
負
担
金

・
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

１
、
０
０
０
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

無
料

※　

こ
の
ほ
か
は
加
入
す
る
医
療

保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
加
入
す
る
医
療
保
険
や
個

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※　

午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝

食
を
食
べ
ず
に
、
午
後
受
診
す

る
人
は
昼
食
を
食
べ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

前
立
腺
が
ん
検
診

　

血
液
検
査
で
簡
単
に
わ
か
る
検

査
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

50
歳
以
上
の
男
性

持
参
す
る
も
の　
健
康
手
帳
が
あ

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　

肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予
防
を
推

進
す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
生
涯
で
１
回

受
け
れ
ば
い
い
検
査
で
す
。
血
液

検
査
に
よ
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
と
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
２
種
類
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
受
診
券
が

送
付
さ
れ
た
人
で
、
過
去
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人

持
参
す
る
も
の　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
受
診
券

※　

健
康
手
帳
が
あ
れ
ば
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
金　
無
料

※　

健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
医
療
機
関
又
は
市
役
所

本
庁
１
階
⑩
番
窓
口
・
各
支
所

市
民
福
祉
課
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

食 育 コラムコラム
元気な浜田は「朝ごはん」から

目指せ！朝ごはん摂取率100％
　市では「元気な浜田は朝ごはんから」と
いうことで取り組み推進しています。
　しかし、浜田市食育推進ネットワーク会
議が市内小学校４年生、中学校１年生を対
象に実施している「生活習慣・食生活アン
ケート」の結果から、「朝ごはんを毎日食
べている人」の割合は平成24年度以降年々
減少しています。

朝ごはんをしっかり食べるためには「早寝」
が大事！
　中学校１年生について、就寝時間が午前
０時以降の遅い生徒が増えています。就寝
時間が午前０時以降の生徒たちは、午前０
時までに就寝する生徒たちに比べ、テレビ
などのメディア接触時間が長い、朝ごはん
の欠食率が高い、休日については更に生活
リズムの乱れが伺えるなどが分かりまし
た。
　しっかり朝ごはんを食べるためにも「早
寝・早起き・朝ごはん」の生活リズムを整
えることが重要です。早寝の推進、メディ
アの利用については家族でルールを決めま
しょう。　　　

（地域医療対策課）

特
定
健
康
診
査(

健
康
診
査)

・

前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
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・
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・
福
祉

子

育
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理

由
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
と
き
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が

免
除
又
は
猶
予
（
先
延
ば
し
）
さ

れ
る
制
度
で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

　

免
除
の
種
類
は
「
全
額
免
除
」・

「
３
／
４
免
除
」・「
半
額
免
除
」・

「
１
／
４
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

免
除
の
条
件
は
、
本
人
・
世
帯
主
・

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
所
得
が
全
額
免

除
の
範
囲
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険

料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付　
７
月
１
日
～

（
平
成
29
年
７
月
か
ら
の
免

除
・
猶
予
申
請
分
）

※　

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間

（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
か
月

前
ま
で
の
期
間
）
の
場
合
は
、

遡
っ
て
免
除
な
ど
を
申
請
で

き
ま
す
（
学
生
納
付
特
例
も
同

様
）。

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号

の
記
載
の
あ
る
も
の

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
又
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な

ど
（
失
業
な
ど
に
よ
る
申
請
の

場
合
）

※　

免
除
又
は
猶
予
さ
れ
た
保
険

料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後

か
ら
追
納
し
て
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

６5
歳
以
上
の
人
の
平
成
29
年
度

介
護
保
険
料
は
、
平
成
28
年
中
の

所
得
や
平
成
29
年
度
市
民
税
の
課

税
（
非
課
税
）
状
況
で
算
定
し
、

決
定
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　

年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
る
人
は
、前
半
（
４
月
・

６
月
・
８
月
）
が
仮
徴
収
、
後
半

（
10
月
・
12
月
・
２
月
）
が
本
徴

収
と
な
り
、
本
徴
収
は
決
定
し
た

保
険
料
の
年
額
か
ら
、
仮
徴
収
分

を
差
し
引
い
た
額
を
後
半
で
納
め

て
も
ら
い
ま
す
。

普
通
徴
収（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人

　

本
算
定
で
決
定
に
な
っ
た
介
護

保
険
料
の
年
額
を
、
６
月
か
ら
３

月
ま
で
の
10
回
で
納
め
て
も
ら
い

ま
す
。
口
座
振
替
の
申
込
み
を
し

て
い
る
人
は
、
６
月
か
ら
３
月
ま

で
の
毎
月
末
日
（
12
月
は
28
日
、

月
末
日
が
金
融
機
関
休
業
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）
に
、
指
定
の
口

座
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

保
険
料
の
減
免

　

風
水
害
や
火
災
な
ど
の
災
害
に

あ
っ
た
場
合
や
、
世
帯
の
生
計
を

主
と
し
て
維
持
す
る
人
が
死
亡
・

失
業
・
事
業
を
廃
業
し
た
こ
と
な

ど
で
生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
保
険
料
が
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
減
免
に

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

所得段階 該当者 年間保険料

第１段階

生活保護を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が80万円以下の人

35，424円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が120万円以下の人 55，104円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得
金額の合計が120万円を超える人 59，040円

第４段階 本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が80万円以下の人（世帯内に住民税課税者がいる場合） 70，848円

第５段階 本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が80万円を超える人（世帯内に住民税課税者がいる場合） 78，720円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満の人 94，4６4円

第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上190万
円未満の人 110，208円

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が190万円以上290万
円未満の人 125，952円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が290万円以上490万
円未満の人 141，６9６円

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が490万円以上６90万
円未満の人 157，440円

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が６90万円以上の人 173，184円

※　

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以

上
の
人
に
納
め
て
も
ら
う
保
険

料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
６5
歳
以

上
の
人
の
納
め
る
保
険
料
は
、

財
源
の
約
22
％
を
占
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
制
度
の
健
全
な

運
営
の
た
め
に
保
険
料
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　７月以降のがん検診の日程は、「平成29年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種
がん検診を、無料で受診することができます。が
ん検診受診の際は、本人確認ができるもの（健康
保険証・運転免許証など）をご持参ください。

※　年度内に同じ健診を複数回受診される場合は、
２回目以降全額負担となります。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～ 49歳の女性

実施期間 平成30年２月28日㈬まで

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）
浜田医療センター内健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　14：00～1６：00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9：00～ 9：30
検査時間　10：00～

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び
クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　（☎�７７００）
申込受付時間　14：00～1６：00

実施期間

平成30年２月28日㈬まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14：30～15：00
検査時間　15：00～17：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

浜
田

６月14日㈬  9：00～11：30 浜田保健所13：00～15：00

６月15日㈭  9：00～11：30 美川公民館
13：00～15：00 子育て支援センター（託児あり）

６月28日㈬ 9：00～11：30 浜田公民館13：00～15：00 
６月29日㈭ 13：30～15：30 石見公民館

６月30日㈮ 9：00～11：30 国府公民館13：00～15：00 
金
城 ６月29日㈭  9：00～11：30 みどりかいかん

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
※　子育て支援センターで託児が必要な人は、予約時
にあわせて申し込んでください。

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　６月11日㈰のみ予約が必要です。
申込先　島根県環境保険公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田

６月11日㈰
（休日検診） 8：30～11：00 石見公民館（要予約）

金
城 ６月１日㈭

8：00～ 9：00 ふれあい会館
10：00～11：00 みまた会館
13：00～13：30 くざ会館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

６月各種がん検診の日程

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上の喫煙指数（１日の喫煙本

数×喫煙年数）が６00以上の人
実施日 受付時間 会　場

浜
田

６月11日㈰
（休日検診） 8：00～11：00 石見公民館

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。 

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。 

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）　

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

平
成
29
年
度
の
介
護
保
険

料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

まちかど
伝言板

国際交流員コラム

　「国際交流員はどうやって交流しますか」と
聞かれたら、一言では答えられませんが、最近
気付いたのは「オノマトピア」をとおしても交
流できるということです。
　「オノマトピア」とは、音声を真似し、その
ものの概念を表そうとする言葉です。日本語で
は擬声語などのことです。浜田市に10か月間住
んでみて、擬声語などは日本の文化や日常にと
ても重要なものだと気付きました。
　インターネットで検索したら、日本語には擬
声語・擬音語・擬態語・擬容語・擬情語という
概念を音声で表す言葉があると発見しました。
しかし、英語の「オノマトピア」は擬声語と擬
音語の２つしか触れません。例えば、英語で「デ
コボコ」を表したかったら、「平らではない床」
や「段差のあるところ」などと説明しないと伝
わりません。そして、「ぐっすり」寝ているこ
とも一言で表せず、「fast asleep」か「sound 
asleep」と言います。さらに、「ドキドキ」し
たら「my heart skipped a beat」と言わない
と伝わりません。その上、日本語には季節限定
のオノマトピアがあります。例えば、夏の太陽

の様子を「カンカン照り」や「ギラギラ」とも
表現できますが、英語では複数の語で説明しな
いとニュアンスを伝えることができません。そ
のため、「オノマトピア」に関しては、日本語
は英語より便利な言語だと結論できます。一言
で簡単にその動作や音声の状態を想像でき、文
化とも強い関係があります。
　しかし、英語に全く有益なオノマトピアが
ない、というわけではありません。例えば、
「t

ティック

ick-t
タ ッ ク

ock」や「b
ブ ー ン

oom」などがあり、時計
の動きや結構大きい音がするものを説明する時
に使います。そして、1950～19６0年代の音楽を
表す文化的に重要な「d

ド ゥ ー ワ ッ プ

oo-wop」（特徴的なコー
ラスフレーズの１つ）もあります。
　オノマトピアで、夏にお隣さんと耳に愉快
な「ミーンミーン」の話をすることや、「doo-
wop」の音楽の話で絆を作ることは、私の交流
方法の１つです。これが「オノマトピア」をと
おして交流するということです。

「オノマトピア」をとおして交流

パメラ スリヤチャイ

　

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
、
専
用
電
話
相

談
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

で
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

６
月
2６
日
㈪
か
ら
７
月
２
日
㈰

ま
で
の
７
日
間
を
、全
国
一
斉「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週

間
と
定
め
、
次
の
と
お
り
、
い
つ

も
よ
り
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電

話
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
人
、
学

校
や
家
族
の
こ
と
な
ど
普
段
の
生

活
の
中
で
悩
み
が
あ
る
人
は
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
の
で
、
電
話

を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

相
談
時
間
延
長
期
間

６
月
2６
日
㈪
～
７
月
２
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10

時
～
午
後
５
時
）

相
談
員　
法
務
局
職
員
又
は
人
権

擁
護
委
員

そ
の
ほ
か
の
相
談
先

　

法
務
局
で
は
、
職
員
や
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
に
関
す
る
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

面
接
・
電
話
相
談
の
受
付
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

○
島
根
県
内
で
の
面
接
相
談

・
松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０
）

・
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局　

（
☎
�
０
９
５
９
）

○
電
話
相
談　

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

・
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０
）

　

第
49
回
浜
田
市
美
術
展
で
は
、「
現

代
美
術
の
部
」
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
既
存
の
部
門
を
越
え
た
独
創
的

な
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
が
、
会

場
や
用
い
る
素
材
な
ど
、
表
現
の
制

約
も
あ
り
、
事
前
に
下
見
会
を
実
施

し
た
上
で
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

現
代
美
術
部
門
下
見
会

　

応
募
を
検
討
す
る
人
は
必
ず
下
見

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

申
込
締
切
日　
６
月
15
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

市
営
住
宅

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

募
集
住
宅　

【
旭
】　

ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】　

大
坪
住
宅

【
三
隅
】　

若
者
住
宅

※　

募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

抽
選
日　
６
月
下
旬

入
居
時
期　
７
月
上
旬

問旭
・
弥
栄

　

㈲
中
田
工
務
店
（
☎
�
１
２
０
３
）

三
隅

　

㈱
コ
ム
サ
（
☎
�
２
９
９
９
）

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加

希
望
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

下
見
会
終
了
後
、
応
募
す
る
場

合
は
、
日
を
改
め
て
出
品
作
品
説

明
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
「
書
」「
絵
画
」「
写
真
」「
自
由

作
品
」
部
門
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

浜
田
市
美
術
展

開
催
期
間　
９
月
30
日
㈯
～
10
月
９

日
㈷
（
全
部
門
共
通
）

申
・
問　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
（
☎

�
８
４
５
１
・
▢ＦＡＸ
�
８
４
５
２
）

Em
ail

：ham
a-b@

nifty.com

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
む
市
民

組
織
で
す
。
地
球
温
暖
化
に
関
す
る

情
報
の
発
信
、
地
球
に
や
さ
し
い
省

エ
ネ
ラ
イ
フ
の
提
案
や
実
践
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

現
在
１
４
０
の
団
体
・
個
人
の
会

員
が
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
な
ど
環
境
問
題
に
興
味
の
あ
る

個
人
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・
事
業
者

の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。
会
費
は
不
要
で
す
の
で
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
で
の
戦

没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
で
の
戦
没

者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人
を
除

く
。）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・

　

孫
・
甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄

弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
原
則
80
歳

以
下
の
人

※　

当
該
地
域
へ
の
慰
霊
巡
拝
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
人
及
び
当
該

地
域
を
１
度
も
訪
問
し
た
こ
と
が

な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。
ま
た
、

　

原
則
と
し
て
過
去
５
年
以
内
に
慰

霊
巡
拝
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※　

介
助
者
が
同
行
し
な
い
と
、
参

加
者
の
団
体
行
動
が
難
し
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
介
助
者

の
同
行
を
認
め
ま
す
。

※　

実
施
時
期
及
び
募
集
人
員
な
ど

は
、
都
合
に
よ
り
、
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

旅
行
費
用
は
参
加
者
の
負
担
に

慰霊巡拝地域
実施地域名 実施予定時期 実施

期間
募集予定
人員（全国）申込締切日

沿海地方 ９月24日㈰～28日㈭ ５日間 15人 ６月13日㈫
インドネシア 10月４日㈬～13日㈮ 10日間 15人 ６月９日㈮
硫黄島（１次） 10月24日㈫・25日㈬ ２日間 100人 ７月４日㈫
トラック諸島 10月2６日㈭～11月２日㈭ ８日間 15人 ６月13日㈫
硫黄島（２次） 平成30年２月20日㈫・21日㈬ ２日間 100人 10月27日㈮
フィリピン 平成30年２月14日㈬～23日㈮ 10日間 ６0人 ９月22日㈮
マーシャル・ギルバート諸島 平成30年３月３日㈯～11日㈰ ９日間 10人 10月23日㈪

問　
本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ
エ
コ

　

ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

な
り
ま
す
が
、
国
か
ら
お
お
む
ね

３
分
の
１
程
度
の
補
助
が
あ
り
ま

す
。
同
行
す
る
介
助
者
に
は
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問　

・
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
�
９
３
０
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

人
権

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
電
話
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す

募

集

浜
田
市
美
術
展

「
現
代
美
術
の
部
」
下
見
会

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊

会
員
募
集

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
募
集
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島
根
県
労
働
委
員
会
と
島
根
労
働

局
な
ど
の
関
係
機
関
の
共
催
に
よ

り
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
解
雇
」「
賃
金

不
払
」
な
ど
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

日　
６
月
18
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
い
わ
み
ー
る

料　
無
料

※　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら

　

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

事
前
予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま

　

す
が
、
当
日
の
受
付
も
し
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務

局
（
☎
０
８
５
２
�
５
４
５
０
）

　

就
業
を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

を
対
象
に
、
就
業
相
談
会
（
移
動
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
14
日
㈬
・
７
月
12
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業
相

　

談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
相
談
会
（
法
律
相
談
）

を
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
1６
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
�
４
５
１
４
）

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識
や
本

人
へ
の
対
応
の
工
夫
を
学
び
、
家
族

同
士
で
語
り
合
う
「
家
族
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
の
不
安
や
焦
る

気
持
ち
を
和
ら
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
場
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
中
学
校
卒
業
以
降
の
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
の
い
る
家
族

日　
第
１
回　

７
月
３
日
㈪

　
　

第
２
回　

９
月
１
日
㈮

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

【
浜
田
会
場
】

日　
６
月
18
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

【
江
津
会
場
】

日　
６
月
11
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
二
宮
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

セ
ン
タ
ー
（
江
津
市
）

申
込
締
切
日　
各
受
講
日
の
10
日
前

ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
農
林
振
興
課

及
び
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
猟
友
会
【
〒
６
９

０
‐
０
８
８
６　

松
江
市
母
衣
町

55　

島
根
県
林
業
会
館
内

（
☎
０
８
５
２
�
４
１
２
９
）】

狩
猟
免
許
試
験

【
浜
田
会
場
】

日　
７
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
～

場　
浜
田
合
同
庁
舎

【
邑
智
会
場
】

日　
７
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
～

場　
川
本
合
同
庁
舎

【
益
田
会
場
】

日　
６
月
25
日
㈰　

午
前
９
時
～

場　
益
田
合
同
庁
舎

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
農
林
振
興
課

及
び
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
西
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

林
業
振
興
課
（
☎
�
５
６
０
４
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
に
よ

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。

日　
６
月
６
日
㈫
・
７
月
４
日
㈫
・

　

８
月
１
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

料　
無
料

問　
島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
長

（
☎
０
８
５
５
�
０
１
０
１
）

交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
平
成
29

年
度
の
奨
学
生
募
集
と
平
成
30
年
度

の
奨
学
生
の
予
約
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象　
保
護
者
な
ど
が
自
動
車
や
バ

イ
ク
の
事
故
な
ど
、
道
路
で
の
交

通
事
故
で
死
亡
・
重
い
後
遺
障
が

い
の
た
め
に
働
け
な
い
た
め
、
経

済
的
に
修
学
が
困
難
な
生
徒
・
学

生
（
申
込
時
29
歳
ま
で
の
人
）

奨
学
生
の
種
類　
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
奨
学
生
、
大
学
・
短
期

大
学
奨
学
生
、
大
学
院
奨
学
生
、

専
修
学
校
・
各
種
学
校
奨
学
生

※　

ほ
か
の
奨
学
金
制
度
と
併
せ
て

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
同
一
世
帯
・
同
一
学
校
か
ら

何
人
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kotsuiji.com

/

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

　

石
州
和
紙
の
う
ち
わ
に
描
い
た
作

品
の
展
覧
会
で
す
。
個
人
賞
や
団
体

賞
な
ど
の
賞
を
設
け
ま
す
。

作
品
募
集
期
間　
７
月
７
日
㈮
ま
で

料　
２
０
０
円
又
は
５
０
０
円
（
石

　

州
和
紙
う
ち
わ
キ
ッ
ト
購
入
代
金
）

※　

高
校
生
以
下
は
２
０
０
円
う
ち

わ
キ
ッ
ト
の
み
１
０
０
円
で
す
。

展
覧
会
期
間　

　

７
月
18
日
㈫
～
９
月
10
日
㈰

場　
ア
ク
ア
み
す
み

石
州
和
紙
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

　

三
隅
町
が
誇
る
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産「
石
州
半
紙
」を
含
む
石
州
和

紙
を
使
用
し
た
独
創
性
・
審
美
性
・
利

便
性
に
優
れ
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

１
次
審
査
受
付
期
間　
７
月
３
日
㈪

　

～
31
日
㈪
（
書
類
審
査
）

日　
６
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
か
も
め
公
園（
元
浜
町
）

清
掃
場
所　
か
も
め
公
園
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
42

回
を
迎
え
る
「
石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸

大
会
」の
出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日　
12
月
３
日
㈰

午
後
１
時
～
５
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
出
演
団
体
名
・
出
演
内

容
・
上
演
所
要
時
間
・
日
頃
の
活

動
状
況
・
代
表
者
名
・
連
絡
先
（
住

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
又

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
の

上
、
郵
送
又
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
多
数
の
場
合
、
選
考
会
を

行
い
、
８
月
末
に
選
考
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７

殿
町
１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
７
５

９
）】

E
m
a
il

：h
a
m
a
d
a
lc@

cro
n
o
s.

ocn.ne.jp

申
・
問　
交
通
遺
児
育
英
会
【
〒
１

　

０
２
‐
０
０
９
３　

東
京
都
千
代

田
区
平
河
町
２
‐
６
‐
１　

平
河

　

町
ビ
ル
３
階
（
☎
０
３
‐
３
５
５

　

６
‐
０
７
７
３
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
‐
５
２
１
２
８
６
）】

２
次
審
査
搬
入
期
間　
10
月
２
日
㈪

　

～
６
日
㈮
（
実
物
審
査
）　

料　
１
点　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

２
点
目
か
ら　

各
５
０
０
円

優
秀
作
品
展　

　

10
月
24
日
㈫
～
11
月
2６
日
㈰

場　
石
州
和
紙
会
館

※　

詳
し
く
は
、
碧
い
石
見
の
芸
術

祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

https://w
w
w
.artaoiiw

am
i.com

/

問　
芸
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事

　

業
実
行
委
員
会
（
☎
�
０
０
９
８
）

　
　

第
３
回　

10
月
２
日
㈪

　
　

第
４
回　

11
月
６
日
㈪

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
保
健
所

定　
20
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
６
月
19
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
保
健
所
・
青

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

※　

電
話
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談

セ
ン
タ
ー
相
談
判
定
課

　
【
〒
６
９
０
‐
０
０
１
１　

松
江

市
東
津
田
町
１
７
４
１
番
地
３

　
（
☎
０
８
５
２
�
５
９
０
５
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
５
９
２
４
）】

本
庁
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/industry/norin/choujyu_
taisaku/syuryou.htm

l

　

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

高
校
卒
業
程
度

受
験
資
格

・
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

・
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

・
人
事
院
が
こ
れ
ら
に
準
ず
る
と
認

め
る
人

申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.jin

ji-sh
ik

en
.

go.jp/juken.htm
l

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
第
１

次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
地

方
事
務
局
に
郵
送
又
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

採
用
を
希
望
す
る
地
域
の
試
験

を
、
全
国
ど
こ
の
試
験
地
で
も
受

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

６
月
19
日
㈪
午
前
９
時
～
28
日
㈬

・
郵
送
又
は
持
参

　

６
月
19
日
㈪
～
21
日
㈬

第
１
次
試
験　
９
月
３
日
㈰

※　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求

　

広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
【
〒
７
３
０
‐

８
５
２
１　

広
島
県
広
島
市
中
区

上
八
丁
堀
６
‐
30
】

問・
広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
（
☎
０
８
２
‐

２
２
１
‐
９
２
１
１
）

・
浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

合
同
労
働
相
談
会

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

法
律
相
談
会

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

資
格
・
試
験

狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会

及
び
狩
猟
免
許
試
験

相

談

ま
ち
の
保
健
室

交
通
遺
児
奨
学
生
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

碧
い
石
見
の
芸
術
祭
２
０
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

税
務
職
員
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初
心
者
を
対
象
に
、
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作（
文
書
作
成
・

表
計
算
な
ど
）、
経
理
事
務
（
簿
記
・

会
計
ソ
フ
ト
な
ど
）
の
実
践
的
な
知

識
・
技
能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と

し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
ま
す
。

入
校
検
定
日　
７
月
24
日
㈪

検
定
場
所　
川
本
合
同
庁
舎

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

定　
10
人

料　
１
６
、
０
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

訓
練
期
間

８
月
３
日
㈭
～
11
月
30
日
㈭

訓
練
場
所　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
川
本
合
同
庁
舎
２
階
）

申
込
締
切
日　
７
月
13
日
㈭

申
込
方
法　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
相
談
の
上
、
入
校
願
を
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
３
５
２
６
）

季
節
の
果
物
で
作
る
保
存
食
、
お

馴
染
み
の
ジ
ャ
ム
作
り
を
基
本
か
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
し
て
、
季
節
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日　①　

７
月
７
日
㈮
・
８
月
４
日
㈮
・

９
月
１
日
㈮
（
全
３
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

②　

７
月
20
日
㈭
・
８
月
17
日
㈭
・

９
月
21
日
㈭
（
全
３
回
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

定　
各
７
人

料　
３
、
１
５
０
円

※　

別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

講
師　
横
川
美
香
さ
ん

申
込
開
始
日　
６
月
12
日
㈪

　

午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

　

浜
田
養
護
学
校
は
、
障
が
い
に
つ

い
て
一
緒
に
学
び
な
が
ら
、
地
域
で

生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
理
解
し
、
支

え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

年
間
９
回
程
度
の
講
座
を
計
画
し
、

講
義
だ
け
で
は
な
く
実
際
に
子
ど
も

た
ち
と
活
動
す
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

第
１
回

日　
６
月
24
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

場　
浜
田
養
護
学
校　

内
容　

・
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
に
つ
い
て

・
自
閉
症
の
人
が
見
て
い
る
世
界
に

　

つ
い
て
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

第
２
回

日　
７
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

場　
浜
田
養
護
学
校

内
容　
発
達
障
が
い
に
つ
い
て

※　

第
３
回
以
降
は
、
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

共
通

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

　

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

　

件
名
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
申
込

　

み
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

新
田
さ

　

ん
・
永
瀬
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０
・

　

▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

E
-m

a
il:h

a
m
a
d
a
yo

g
o
@
p
ref.

shim
ane.lg.jp

　

老
人
ホ
ー
ム
・
病
院
・
障
が
い
者

支
援
施
設
な
ど
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
業
務
に
即
戦
力
と
し
て
従
事
で

き
る
、
介
護
職
員
初
任
者
資
格
・
居

宅
介
護
職
員
初
任
者
資
格
の
取
得
を

目
指
し
ま
す
。

入
校
検
定
日　
６
月
14
日
㈬

（
合
格
発
表　

６
月
19
日
㈪
）

検
定
会
場　

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
13
人

料　
１
７
、
０
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間　
６
月
27
日
㈫
～
９
月
2６

日
㈫

訓
練
場
所　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根
（
江
津
市
）

申
込
締
切
日　
６
月
７
日
㈬

申
込
方
法　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、
入
校
願

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

　
（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

幅
広
い
業
種
で
必
要
と
さ
れ
る
社

会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
技
術
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
共
有

ま
で
、
実
務
に
即
し
た
ス
キ
ル
を
習

得
し
ま
す
。
ま
た
、
簿
記
の
資
格
取

得
も
目
指
し
ま
す
。

入
校
検
定
日

　

６
月
22
日
㈭

検
定
会
場　

　

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
15
人

料　
２
４
、
０
０
０
円
程
度

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

訓
練
期
間

　

７
月
４
日
㈫
～
11
月
30
日
㈭

訓
練
場
所

　

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

　

学
）
及
び
面
接

申
込
締
切
日　
６
月
14
日
㈬

申
込
方
法　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、
入
校
願

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

　
（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
の
全
類

受
験
資
格

　

甲
種　

法
令
の
定
め
る
資
格
を
有

　
　
　
　

す
る
者

　

乙
種　

資
格
の
制
限
な
し

日　
８
月
27
日
㈰

場　
浜
田
市
・
松
江
市
（
試
験
会
場

　

は
受
験
票
で
指
定
）

試
験
手
数
料

　

甲
種　

５
、
０
０
０
円

　

乙
種　

３
、
４
０
０
円

※　

一
旦
払
い
込
ま
れ
た
試
験
手
数

　

料
は
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

せ
ん
。

申
請
方
法　
書
面
申
請
と
電
子
申
請

　

が
あ
り
ま
す
。

書
面
申
請

　

各
消
防
署
な
ど
で
配
布
さ
れ
て
い

る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

受
験
案
内
及
び
願
書
は
、
消
防

　

本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所
に
あ

　

り
ま
す
。

電
子
申
請

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
画
面
に
必

要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

書
面
申
請

　

６
月
27
日
㈫
～
７
月
11
日
㈫

電
子
申
請

　

６
月
24
日
㈯　

午
前
９
時

　
　

～
７
月
８
日
㈯　

午
後
５
時

申
・
問　
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

島
根
県
支
部
【
〒
６
９
０
‐
０
８

　

８
６　

松
江
市
母
衣
町
５
５　

島

　

根
県
林
業
会
館
２
階
（
☎
０
８
５

　

２
�
５
８
１
９
）】

http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　
７
月
６
日
㈭

　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
20
人
（
抽
選
）

※　

抽
選
の
結
果
を
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

料　
５
０
０
円

申
込
期
間　
６
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
（
当
日

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回

６
月
15
日
㈭
～
８
月
31
日
㈭

第
２
回

９
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬

※　

資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
放
送
大
学
島
根

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

消
印
有
効
）
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

　

７
‐
８
５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１

　
（
☎
�
９
５
２
０・
▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）】

ら
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

入
学
説
明
会・相
談
会
（
浜
田
会
場
）

日　
７
月
８
日
㈯

　

午
後
３
時
40
分
～
５
時

場　
中
央
図
書
館

問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

国
家
資
格
で
あ
る
消
費
生
活
相
談

員
の
資
格
受
験
対
策
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
法
律
な
ど
一
定
の
知
識
が
あ

る
人
を
対
象
と
す
る
専
門
性
の
高
い

講
座
で
す
。
第
一
次
試
験
は
10
月
14

日
㈯
に
松
江
市
で
受
験
可
能
で
す
。

日　
７
月
1６
日
㈰
～
９
月
1６
日
㈯
の

土
・
日
曜
日
の
う
ち
全
８
回

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場　
浜
田
合
同
庁
舎

定　
15
人

※　

受
講
資
格
・
応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.p

ref.sh
im

a
n
e.

lg.jp/life/syoku/shohi/kurasi_
info/soudan_ikusei.htm

l

問　
島
根
県
消
費
と
く
ら
し
の
安
全

室
（
☎
０
８
５
２
�
５
１
０
３
）

　

地
域
の
伝
統
を
学
び
受
け
継
ぐ
会

津
屋
八
右
衛
門
口
説
き
の
練
習
会
を

行
い
ま
す
。
女
性
も
大
歓
迎
で
す
。

日　
６
月
21
日
㈬
～
８
月
２
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

料　
１
、
５
０
０
円
（
年
会
費
）

問　
浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

　

岡
本
正
友
さ
ん
（
☎
�
１
４
３
０
）

　

石
見
神
楽
の
上
演
や
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
子
ど
も

み
こ
し
、
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
に
加
え
、
ま
つ
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行

い
ま
す
。

日　
前
夜
祭　

６
月
３
日
㈯

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

　
　

本
祭
り　

６
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

場　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘
周
辺

問　
旭
温
泉
し
ろ
つ
の
荘
内
旭
温
泉

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
☎
�
０
２

　

５
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

西
部
高
等
技
術
校
公
共
職
業
訓
練
生

ビ
ジ
ネ
ス
情
報・基
礎
科

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

手
作
り
ジ
ャ
ム
レ
ッ
ス
ン

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

即
戦
力
介
護
科

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
科

消
防
設
備
士
試
験

教
室
・
講
座

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

放
送
大
学
10
月
入
学
生

消
費
生
活
相
談
員
育
成
講
座

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

イ
ベ
ン
ト

旭
温
泉
ま
つ
り
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精
神
障
が
い
者
の
関
係
者
は
も
と

よ
り
、
市
民
に
も
精
神
障
が
い
者
を

取
り
巻
く
現
状
や
人
権
に
つ
い
て
広

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
18
日
㈰

　

午
後
１
時
15
分
～
５
時

場　
い
わ
み
ー
る　

４
０
１
号
室

料　
無
料

問　
西
川
病
院
労
働
組
合　

佐
々
木

さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
５
８
３
６
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で
）

ホ
タ
ル
を
見
な
が
ら
楽
し
い
一
夜

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
バ
ザ
ー
・
ほ
た
る
湯
館
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
「
ほ
た
る
回

廊
（
蜜
蝋
キ
ャ
ン
ド
ル
）」
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

日　
６
月
24
日
㈯

　

午
後
４
時
～
10
時

場　
小
波
の
郷
・
波
佐
小
国
温
泉
前

広
場

問　
波
佐
公
民
館（
☎
�
０
１
４
６
）

　

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り

の
一
冊
を
持
ち
寄
り
紹
介
し
合
う
読

書
会
で
す
。
自
分
の
大
好
き
な
本
を

す
す
め
て
み
た
り
、
ま
だ
読
ん
だ
こ

と
の
な
い
新
し
い
本
を
探
し
て
み
た

り
、
楽
し
み
方
は
自
由
で
す
。
大
人

の
夜
会
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
６
月
22
日
㈭

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
中
央
図
書
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会　

栗
栖

さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
０
６
４
‐

７
９
４
０
）

　

老
若
男
女
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
パ
ス
、
マ
イ

カ
ー
遊
び
、
幼
児
コ
ー
ナ
ー
な
ど

日　
６
月
17
日
㈯　

　

午
前
10
時
～
正
午

　

簡
単
な
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
と
お
し

て
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
り
ま

す
。
浜
田
市
母
子
会
会
員
以
外
の
人

も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
・
寡

婦
の
人

日　
６
月
25
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・
す
ま
い

る
料　
８
０
０
円
（
一
家
族
）

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲
物
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
昼
食

は
母
子
会
で
用
意
し
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
の
于
清
さ
ん
か
ら
中

国
の
国
家
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
太

極
拳
の
歴
史
を
学
び
、体
験
し
ま
す
。

日　
６
月
25
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時
30
分

※　

５
分
前
に
は
必
ず
集
合
し
て
く

だ
さ
い
。

場　
石
見
公
民
館

料　
４
０
０
円
（
会
員
２
０
０
円
）

※　

保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
６
月
20
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
・
汗
ふ
き
用
タ
オ
ル

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

申
込
締
切
日　
６
月
17
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問

・
浜
田
市
母
子
会　

山
本
さ
ん

（
☎
�
３
６
１
２
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭

相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面
接
、

情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

日　
６
月
10
日
㈯

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

問　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

（
☎
０
１
２
０
�
４
５
１
０
）

　

昭
和
47
年
に
入
学
や
結
婚
な
ど
の

記
念
に
約
１
、
０
０
０
本
の
梅
の
木

が
植
樹
さ
れ
た
三
隅
公
園
（
梅
林
）

で
梅
狩
り
を
行
い
ま
す
。

日　
６
月
11
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

場　
三
隅
公
園
（
梅
林
）

料　
１
袋
５
０
０
円

※　

１
人
２
袋
ま
で
購
入
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

※　

作
業
し
や
す
い
服
装
や
靴
な
ど

　

で
来
て
く
だ
さ
い
。

問　
三
隅
支
所
産
業
建
設
課

（
☎
�
２
８
０
３
）

「
周
布
古
墳
を
臨
む
近
世
の
道
」

を
テ
ー
マ
に
、
近
世
山
陰
道
や
大
麻

山
神
社
参
道
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
の
専
門
職
員
か
ら
お
話
を
聞
く
会

で
す
。
ま
た
、
終
了
後
は
古
墳
祭
り

と
し
て
、
古
墳
汁
を
食
べ
な
が
ら
、

周
布
青
少
年
保
存
会
に
よ
る
神
楽
を

楽
し
み
ま
す
。

日　
６
月
11
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
治
和
町
六
町
内
公
民
館

料　
無
料
（
食
材
は
一
部
有
料
）

問　
壮
青
年
部
六
親
会　

山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０-

７
５
４
６-

８
９
６
３
）

　

紛
争
が
深
刻
化
し
て
い
る
シ
リ
ア

の
、
紛
争
前
の
美
し
い
風
景
、
建
物
、

人
々
、
食
べ
物
な
ど
の
写
真
や
雑
貨

を
展
示
し
ま
す
。
平
和
だ
っ
た
頃
の

シ
リ
ア
の
日
常
や
生
活
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

日　
６
月
14
日
㈬　

正
午

　
　
　

～
18
日
㈰　

午
後
３
時

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　
無
料

問　
み
ん
な
で
作
る
シ
リ
ア
展
iｎ
し

　

ま
ね
実
行
委
員
会　
　

松
さ
ん

　
（
午
後
６
時
以
降
）

（
☎
０
９
０-

３
７
４
３-

０
８
１
６
）

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
鉄
棒
な
ど
の
体

操
器
具
や
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
に
加
え
、

新
感
覚
綱
渡
り
ス
ポ
ー
ツ
「
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
」も
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

「
で
き
る
か
な
？
コ
ー
ナ
ー
」
と
し

て
「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
で
片
足
バ
ラ

ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
17
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
立
体
育
館
（
月
曜
休
館
日
）

（
☎
�
１
２
０
１
）

　

石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る

金
城
町
波
佐
を
「
地
域
ま
る
ご
と
博

物
館
」
と
し
て
、
歩
き
な
が
ら
体
験

学
習
を
す
る「
探
検
隊
リ
レ
ー
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

第
１
回
は
「
波
佐
一
本
松
城
」
を

観
て
歩
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
17
日
㈯
（
雨
天
決
行
）

　

午
前
９
時
～
正
午

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

集
合
場
所　
波
佐
公
民
館

※　

山
歩
き
が
で
き
る
服
装
で
、
弁

当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
石
峰
＆
抱
月
の
ふ
る
さ
と
「
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
協
議
会　

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

三
階
町
野
地
周
辺
を
散
策
し
ま

す
。
朝
付
峠
の
不
思
議
や
御
階
山
の

伝
承
な
ど
旧
細
谷
村
の
面
影
を
探
す

心
の
旅
で
す
。

日

６
月
25
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
市
役
所
本
庁
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　

西
川
病
院
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ホ
ー
ル

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

　

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
室
内

　

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

　
（
☎
�
７
７
９
２・
▢ＦＡＸ
�
７
８
１
３
）

島
根
県
内
で
活
動
す
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
サ
ー
ク
ル
及
び
個
人
の
愛
好
家
が

結
集
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日　
６
月
24
日
㈯　

午
後
１
時

開
場　
午
後
０
時
30
分

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　
無
料

問　
浜
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会

　

市
山
さ
ん
（
☎
�
０
２
４
４
）

　

来
て
、
見
て
、
味
わ
っ
て
、
楽
し

め
る
「
第
12
回
食
育
フ
ェ
ス
タ
iｎ
浜

田
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
６
月
25
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

・
お
話
レ
ス
ト
ラ
ン
（
腹
話
術
や
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
）

・
食
育
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
試
食
コ
ー
ナ
ー

・
パ
ネ
ル
展
示

・
地
元
食
材
の
販
売　

な
ど

問　
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

「
む
か
し
ｍ
ａ
ｔ
ｔ
ｏ
の

町
が
あ
っ
た
」
上
映
会

波
佐
ホ
タ
ル
祭
り

一
夜
一
冊
は
ま
だ
読
書
夜
会

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

ス
ポ
レ
ク
広
場

ひ
と
り
親
家
庭
と
寡
婦
の
合
同

交
流
会
（
さ
わ
や
か
運
動
会
）

中
国
文
化
サ
ロ
ン

～
于う

せ

い清
と
一
緒
に
太
極
拳
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
～

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

三
隅
公
園（
梅
林
）の
梅
狩
り

古
代
ロ
マ
ン
と
の
出
会
い

み
ん
な
で
作
る
シ
リ
ア
展

in
し
ま
ね

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

学
べ
る
博
物
館
探
検
隊

リ
レ
ー
講
座

第
１
７
８
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

し
ま
ね
浜
田
第
２
回

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
集
い

食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
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シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
プ
ー

ル
の
改
修
工
事
を
し
て
い
ま
す

　

工
事
期
間
中
は
ア
ク
ア
ス
入
館
料

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

特
別
料
金

　
大
人　
　
　
　

１
、
２
４
０
円

（
通
常　

１
、
５
４
０
円
）

　

小
・
中
・
高
校
生　

４
１
０
円

（
通
常　
　
　

５
１
０
円
）

工
事
期
間

　

平
成
30
年
３
月
下
旬
ま
で（
予
定
）

特
別
展

島
根
の
と
っ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
！！

　

隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

を
学
び
な
が
ら
８
つ
の
神
秘
を
探
っ

て
み
よ
う
。

期
間　
９
月
18
日
㈷
ま
で

場　
ア
ク
ア
ス
３
階
特
別
展
示
室

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
川
へ
出
か
け
よ
う
」

　

身
近
な
川
に
ど
ん
な
生
き
物
が
い

る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
。

日　
６
月
11
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
周
辺
の
川

定　
30
人

※　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

料　
無
料

講
師　
ア
ク
ア
ス
ス
タ
ッ
フ

「
レ
ジ
ン
で
海
の
小
物
つ
く
り
」

貝
殻
や
サ
メ
の
歯
、
ペ
ン
ギ
ン
の

羽
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

企
画
展
「
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
探

検
航
海
と『
バ
ン
ク
ス
花
譜
集
』展
」

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
楽
で
め
ぐ
る
探
検
航
海
」

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
と
バ
ン
ク

ス
の
探
検
航
海
に
ち
な
み
、
旅
や
彼

ら
が
活
躍
し
た
時
代
、
訪
れ
た
国
に

ゆ
か
り
の
あ
る
音
楽
を
お
届
け
す
る

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

第
３
回

　
旅
の
音
楽
《
イ
ギ
リ
ス
古
楽
器
》

第
３
回
は
バ
ン
ク
ス
た
ち
の
生
き

た
時
代
に
作
ら
れ
た
楽
曲
や
、
旅
の

始
ま
り
と
終
わ
り
の
地
、
イ
ギ
リ
ス

に
ち
な
ん
だ
楽
曲
を
紹
介
し
ま
す
。

出
演

　

中
山
ゆ
き
子
さ
ん（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

小
林
紘
子
さ
ん（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）

野
田
祐
子
さ
ん（
バ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ロ
）

日　
６
月
10
日
㈯

　

午
後
２
時
～
２
時
45
分

場　
美
術
館
ロ
ビ
ー

料　
無
料

第
４
回

　
祈
り
と
祭
り
の
音
楽《
ガ
ム
ラ
ン
》

バ
ン
ク
ス
た
ち
が
訪
れ
た
ジ
ャ
ワ

島
に
伝
わ
る
ガ
ム
ラ
ン
。
西
洋
の
音

楽
と
は
全
く
異
な
る
音
色
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
た
ち
に
と
っ
て
異
な
る
文

化
と
の
遭
遇
を
象
徴
す
る
響
き
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

出
演　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
伝
統
芸
能
団

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
★
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

日　
６
月
18
日
㈰

　

午
後
２
時
～
２
時
45
分

場　
美
術
館
ロ
ビ
ー

料　
無
料

広
島
交
響
楽
団

　
第
25
回
島
根
定
期
演
奏
会

中
四
国
を
代
表
す
る
プ
ロ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
広
島
交
響
楽
団
。
指
揮
者

に
ブ
ラ
ー
ム
ス
作
品
に
定
評
の
あ
る

高
関
健
さ
ん
、
バ
イ
オ
リ
ン
に
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者
チ
ャ
ン
・
ユ
ジ

ン
さ
ん
を
迎
え
、
一
生
に
一
度
は
生

で
聴
き
た
い
名
曲
を
お
届
け
し
ま
す
。

日　
７
月
２
日
㈰　

午
後
２
時

開
場　
午
後
１
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　

大
ホ
ー
ル

料　
全
席
指
定

Ｓ
席　
　

一
般　
　

３
、
５
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　

３
、
２
０
０
円

Ａ
席　
　

一
般　
　

２
、
５
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　

２
、
２
０
０
円

学
生
券　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　
　

友
の
会
会
員　
　
　

８
０
０
円

※　

学
生
券
は
、
当
日
、
残
席
の
中

か
ら
席
を
指
定
し
ま
す
。
対
象
は

小
学
生
～
大
学
生
で
す
。
チ
ケ
ッ

ト
購
入
の
際
に
学
生
証
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
出
来
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
６
月
25
日
㈰
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

日　
６
月
25
日
㈰ 

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
50
人

料　
１
個
２
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
を
作
ろ
う
！
」

ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
を
作
っ
て
遊
ぼ

う
。

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
６
月
12
日
㈪
・
2６
日
㈪

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
回
先
着
30
人

料　
１
０
０
円

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

６
月
の
石
見
神
楽
（
雨
天
中
止
）

４
日
㈰　

谷
住
郷
神
楽
社
中

11
日
㈰　

大
尾
谷
神
楽
社
中

18
日
㈰　

周
布
鳶
巣
保
存
会

25
日
㈰　

宇
野
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

日
が
長
い
夏
の
期
間
、
夕
方
遅
く

ま
で
草
刈
り
を
さ
れ
る
人
、
ち
ょ
っ

と
遠
く
て
午
後
８
時
閉
館
だ
と
間
に

合
わ
な
か
っ
た
人
も
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
を
午
後
８
時
30
分
ま
で
延

長
し
ま
す
（
通
常
午
後
８
時
ま
で
）

期
間　
８
月
31
日
㈭
ま
で

（
水
曜
日
は
定
休
日
）

料　
大
人　
　

４
０
０
円

　
　

会
員　
　

３
５
０
円

　
　

小
学
生　

２
０
０
円

　
　

幼
児　
　
　
　

無
料

問　
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

（
☎
�
０
３
２
１
）

今
年
の
夏
も
恒
例
の
「
石
州
浜
っ

子
夏
ま
つ
り
（
花
火
大
会
）」
を
開

催
し
ま
す
。

日　
８
月
５
日
㈯

午
後
５
時
～
10
時

　
（
少
雨
決
行
・
雨
天
の
場
合
は
翌

日
に
順
延
）

場　
浜
田
漁
港
周
辺

※　

今
年
か
ら
、
浜
田
漁
港
の
大
規

模
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
、

例
年
の
漁
港
岸
壁
か
ら
の
観
覧
が

で
き
な
く
な
り
、
観
覧
場
所
や
出

店
場
所
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
な

ど
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問　
浜
田
市
観
光
協
会
内　

浜
っ
子

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
０
８
５
）

http://w
w
w
.kankou-ham

ada.org

　

石
見
海
浜
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
村
に

泊
ま
っ
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
碧
い
海

と
白
い
砂
浜
で
藻
塩
づ
く
り
や
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
た
ウ
ォ

―
タ
ー
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

室
、マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ（
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
な
ど
）
で
思
い
切
り
大
自
然
を
学

び
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
４
年
生
～
６
年
生

日　
８
月
１
日
㈫　

午
前
９
時
～

　

３
日
㈭　

午
後
３
時（
２
泊
３
日
）

※　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。

場　
石
見
海
浜
公
園

定　
30
人

※　

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。

料　
６
、
０
０
０
円

指
導
者　
浜
田
市
三
隅
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
・
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

　

余
命
宣
告
を
受
け
た
母
親
が
、
家

族
に
最
高
の
愛
を
込
め
て
紡
ぎ
だ
す

究
極
の
愛
の
物
語
で
す
。

日　
７
月
２
日
㈰

①
午
前
10
時
～

②
午
後
２
時
～
（
各
約
２
時
間
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料前
売
券

大
人　
　
　
　
　

１
、
２
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

６
０
０
円

当
日
券

大
人　
　
　
　
　

１
、
４
０
０
円

小
学
生
～
大
学
生　
　

８
０
０
円

特
別
企
画　
映
画
ミ
ニ
講
座

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
50
分

講
師　
瓜
生
忠
久
さ
ん
（
島
根
県
立

大
学
教
授
）

※　

石
央
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
祭
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
に
挑
戦
し
、
話

題
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生

日　
７
月
1６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員

定　
20
人

料　
２
０
０
円

申
込
期
間　
６
月
11
日
㈰
～
７
月
２

日
㈰　

午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

ン
ク
ラ
ブ

申
込
締
切
日　
６
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

事
前
説
明
会
を
７
月
中
旬
に
行

い
ま
す
。

申
・
問　

　

石
見
海
浜
公
園
（
☎
�
３
６
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

サ
マ
ー
タ
イ
ム
営
業

い
わ
み
自
然
学
校

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

石
央
シ
ネ
マ
倶
楽
部
企
画

「
湯
を
沸
か
す
ほ
ど
の
熱
い
愛
」

県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

　
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

２
０
１
７

石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
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当
時
、
画
伯
は
絵
画
講
習
会
を
毎

年
浜
田
高
校
で
開
催
し
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
描
く
楽
し
さ
を
伝
え
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
画
伯
が
恩
師

か
ら
教
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
小
さ
い

う
ち
か
ら
本
格
的
な
絵
を
描
く
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
生

涯
、
画
学
生
と
し
て
絵
画
に
打
ち
込

み
、
そ
の
真
摯
な
姿
勢
は
周
囲
の
画

家
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
画
伯
が
中
心
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
東
光
会
山
陰
支
部
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
教
え
子
の
な
か
で

も
女
流
画
家
を
取
り
上
げ
一
緒
に
紹

介
し
ま
す
。
画
伯
か
ら
教
え
子
に
至

る
、
幅
広
い
浜
田
の
美
術
を
こ
の
機

会
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

素
晴
ら
し
い
作
品
を
と
お
し
て
画

伯
の
歩
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
６
月
３
日
㈯
～
７
月
９
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　

   

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　

      

小
学
・
中
学
生

１
０
０
円

「高佐の春」山﨑修二

「アンステイテュウの泉」山﨑修二

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
郷
土

の
洋
画
家
・
山
﨑
修
二
画
伯
に
焦
点

を
あ
て
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

本
展
で
は
市
内
公
共
施
設
に
収
め
ら

れ
て
い
る
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま

す
。

　

山
﨑
画
伯
は
、
浜
田
高
校
美
術
教

員
と
し
て
戦
後
浜
田
の
美
術
界
を
牽

引
し
多
く
の
作
家
を
育
て
ま
し
た
。

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
第
７
回
市
民
写
生
大
会
開
催

◎
６
月
３
日
㈯　

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期
）

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
周
辺

受
付　
午
前
９
時
30
分
～　

創
作
室

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

対
話
型
鑑
賞
の
つ
ど
い
「
み
る
み
る

の
会
」
開
催

　

絵
に
つ
い
て
対
話
し
な
が
ら
、
自

由
参
加
で
鑑
賞
を
し
ま
す
。

◎
６
月
10
日
㈯

時
間　
午
後
２
時
～
３
時

※　

参
加
は
自
由
で
す
が
、
展
覧
会

の
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

　

羽
に
な
る
プ
ラ
板
に
絵
を
描
い
て
、

空
に
飛
ば
し
て
遊
ぶ
、
お
も
ち
ゃ
を

作
ろ
う
。

◎
６
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
布
と
糸
の
ブ
ロ
ー
チ
》

　

布
と
糸
で
お
し
ゃ
れ
な
ブ
ロ
ー
チ

を
作
ろ
う
。

◎
６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

　

の
り
に
秘
密
の
液
体
を
混
ぜ
て
、

人
気
の
ス
ラ
イ
ム
を
作
る
よ
。

◎
６
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
ブ
ラ
ッ
ク
B
O
X
》

　

ラ
イ
ト
を
当
て
る
と
、
絵
が
光
る

不
思
議
な
箱
を
作
ろ
う
。

◎
６
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
～
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
１
階

創
作
室
に
て
。

み
ん
な
で
作
る
シ
リ
ア
展
in
し
ま
ね

◎
６
月
14
日
㈬
～
18
日
㈰

し
ま
ね
浜
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
集
い

◎
６
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
開
演

※　

い
ず
れ
も
入
場
無
料
。

６
月
の
休
館
日

月
曜
日　
５
日
・
12
日
・
19
日
・

2６
日

展
示
替　
１
日
㈭
・
２
日
㈮ ネバネバモンスター

活動の様子

　

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、
三
隅

町
出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
若

い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
画
業
の
足
跡

を
い
つ
で
も
見
る
こ
と
の
出
来
る

「
石
本
正
作
品
選
Ⅰ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
、
石
本

正
素
描
展
「
対
象
へ
の
ま
な
ざ
し
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
心
で
描
く
」

と
い
う
事
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い

た
画
家
・
石
本
正
に
と
っ
て
、
描
く

対
象
と
直
接
対
峙
す
る
素
描
は
何
よ

り
か
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
若
い

頃
か
ら
重
要
視
し
て
描
き
続
け
て
き

た
も
の
で
し
た
。
特
に
裸
婦
デ
ッ
サ

ン
に
関
し
て
は
「
対
象
の
比
例
、
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
や
ア
ク
セ
ン
ト
、
動
き

や
流
れ
、
さ
ら
に
は
木
炭
や
鉛
筆
で

描
き
な
が
ら
色
彩
を
も
感
じ
さ
せ
る

よ
う
な
こ
と
な
ど
、
絵
を
描
く
こ
と

に
お
い
て
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
を

的
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
の
が
彼
の
信
念
で
し
た
。

　

本
展
で
は
、
画
家
が
残
し
た
何
千

枚
に
も
及
ぶ
素
描
・
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
の
中
か
ら
、
初
公
開
の
も
の
も
多

数
含
め
紹
介
し
ま
す
。
裸
婦
や
花
な

ど
多
く
の
対
象
に
注
ぐ
画
家
の
ま
な

ざ
し
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期

　
【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

「
石
本
正
作
品
選
Ⅰ
」

　
【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　

素
描
展

　
「
対
象
へ
の
ま
な
ざ
し
」

６
月
11
日
㈰
ま
で

料
金一

般　
　

６
０
０
円（
５
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

《ギャラリー展示》
平成28年度石正美術館絵画教室作
品展【後期：日本画教室】
６月11日㈰まで

《次回展覧会のご案内》
【石本正記念展示室】
　「石本正作品選Ⅱ」
　７月１日㈯～10月９日㈷
【企画展示室】
企画展「第７回石州和紙に描いた
日本画展」
７月１日㈯～８月20日㈰

　KUBORImオリジナルイラスト紙と石州和紙を使ったハニカム
ペーパーで「くるくるボール」を作ります。風にゆれてくるく
るかわいいボールは、紙を何層にも重ね合わせることで「ハチ
の巣（ハニカム）」のような形になります。色々なデザインの
紙から好みの柄を選んで、お部屋にぴったりのインテリア小物
を作りましょう。
日時　６月４日㈰　午後１時～４時   
講師　イラストレーター KUBORImさん
定員　定員10人（要予約）
料金　2，000円
会場　石正美術館創作室

石本正「自画像」
1940～50年頃

　燻
く ん

蒸
じょう

とは、作品を大切に保管するために収蔵庫内の害虫を駆除す
る作業のことです。殺虫効果のあるガスは人体にも影響しますので、
安全に作業を進めるため一定期間休館とします。

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。２枠
を結合して広告を掲載することもできます。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んでく
ださい。料金など、詳しくはお問い合わせください。

申込み・問い合わせ先
柏村印刷㈱（☎�２０４０）

広報はまだに掲載する
広告を募集しています 有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.246

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

山
﨑
修
二
と
山
﨑
に

学
ん
だ
女
流
画
家
展

多
目
的
ホ
ー
ル
の
ご
案
内

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎おとなのアートサロン
　　「ハニカムペーパー deくるくるボール」

展示替え及び収蔵庫内燻蒸のため
　　　　　６月12日㈪～ 30日㈮の間休館します
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４
月
３
日
㈪
、
総
合
政
策
学
部

２
４
０
人
（
交
流
県
留
学
生
４
人
、

協
定
留
学
生
５
人
含
む
）、
大
学
院

北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科
10
人
が
、

本
学
の
新
た
な
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

天
気
が
良
く
、
多
く
の
人
に
来
場

い
た
だ
き
盛
会
に
式
典
を
挙
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、
藤
原
鈴
佳

さ
ん
（
益
田
高
校
出
身
）
が
宣
誓
を

行
い
、「
地
域
で
の
活
動
や
異
文
化

交
流
に
積
極
的
に
参
加
し
、
様
々
な

人
と
関
わ
る
こ
と
で
、
大
学
で
の
学

び
が
よ
り
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
、
浜
田
市
市
民
合
唱

団
の
皆
さ
ん
、
本
学
吹
奏
学
部
・
合

唱
部
の
演
奏
で
、
会
場
全
員
が
大
学

歌
を
斉
唱
し
、閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
㈮
、卒
業
式
が
行
わ
れ
、

２
１
９
人
が
就
職
・
進
学
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

第
14
期
生
の
就
職
内
定
率
は
98
％

（
平
成
29
年
５
月
１
日
時
点
）
と
な

り
、
業
種
別
で
は
、
卸
売
業
・
小
売

業
へ
の
就
職
者
が
2６
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
金
融
・
保
険
業
が
19
％
、

運
輸
・
郵
便
業
が
10
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
年

も
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

卒
業
し
た
県
大
生
は
浜
田
市
の
皆

さ
ん
と
の
思
い
出
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
で
活
躍
を
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
本
学
学
生
に
対
し
て
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
政
治
哲
学
と
生
活
世
界

日
時　
６
月
14
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師  

松
尾
哲
也
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
講
師
）

②
ベ
ト
ナ
ム
の
魅
力

日
時   

６
月
21
日
㈬

午
前
10
時
20
分
～
11
時
50
分

講
師   

ニ
ュ
ン　

グ
ェ
ン　

テ
ィ
ー

ゴ
ク
さ
ん（
浜
田
市
国
際
交
流
員
）

③
浜
田
市
の
侵
入
種
（
植
物
）
と
そ

の
影
響

日
時   

６
月
21
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師   

陳
幼
竹
（
島
根
県
立
大
学
北

東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
非

常
勤
研
究
員
）

④
中
小
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
の

診
断
～
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン・フ
ィ
ー

ル
ド
・
セ
ミ
ナ
ー
の
取
組
か
ら
～

日
時   

６
月
28
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師   

久
保
田
典
男
（
浜
田
キ
ャ
ン

パ
ス
准
教
授
）

⑤
あ
の
人
と
和
解
す
る
・
あ
の
国
と

和
解
す
る

日
時   

７
月
５
日
㈬

午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師   

村
井
洋
（
島
根
県
立
大
学
名

誉
教
授
）

①
～
⑤
の
講
座
の
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。

会
場   

講
義
・
研
究
棟
中
講
義
室
３

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
連
携
課
（
☎
�
２
３
９
６
）

　

本
学
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

大
学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
公
開
講

座
会
員
」
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

特
典
と
し
て
、
会
員
証
の
発
行
、

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
の
提
供
、
修

了
証
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
館
、
及

び
本
の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
、
更
新

手
続
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

地
域
連
携
課
（
☎
�
２
３
９
６
）

入学生宣誓の様子

貸出ベスト 10（平成 29 年４月期）
順位 タイトル 著者
1 騎士団長殺し　第１部　顕れるイデア編 村上　春樹
2 騎士団長殺し　第2部　遷ろうメタファー編 村上　春樹
3 下衆の極み 林　真理子
4 リバース 湊　かなえ
5 犬の報酬 堂場　瞬一
6 コンビニ人間 村田　沙耶香
7 青い服の女　新・御宿かわせみ　7 平岩　弓枝
8 サーベル警視庁 今野　敏
9 成功者 K 羽田　圭介
10 大暴落 ガラ 幸田　真音

　

佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
は
、

図
書
館
か
ら
遠
い
地
区
に
お
住
ま
い

の
人
に
も
気
軽
に
本
を
手
に
と
っ
て

読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に

市
内
の
公
民
館
な
ど
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
定
期
的
に
本
の
入
替
え
も

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
新
し
い

本
を
追
加
し
て
本
を
入
れ
替
え
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

設
置
場
所　

長
浜
公
民
館
・
周
布
公
民
館
・

美
川
公
民
館
・
大
麻
公
民
館
・

石
見
公
民
館
後
野
分
館
・
石
見

公
民
館
長
見
分
館
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
J
A
し
ま
ね
上

府
事
業
所
・
国
府
公
民
館
・
木

田
公
民
館
・
久
佐
公
民
館
・
井

野
公
民
館
・
安
城
公
民
館

   

中
央
図
書
館
で
は
、
通
常
の
本
よ

り
も
２
～
３
倍
文
字
の
大
き
な
「
大

活
字
本
」
を
配
架
し
て
い
ま
す
。

　

大
活
字
本
は
、
７
・
５
ミ
リ
四
方

や
９
ミ
リ
四
方
程
度
の
サ
イ
ズ
の
文

字
で
記
載
さ
れ
、
人
気
の
小
説
や
実

用
書
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、
様
々
な
分

野
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
の
図
書
を
拡
大
し
て

読
む
こ
と
が
で
き
る「
拡
大
読
書
器
」

も
装
備
し
て
い
ま
す
。
視
力
の
低
下

な
ど
に
よ
り
、
通
常
の
文
字
で
は
本

が
読
み
に
く
く
な
っ
た
人
な
ど
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
お
気
軽
に
カ
ウ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10：30 今月のテーマは「じかん」
（第2土曜日はおりがみあそびもあります）

おはなしタンポポ ４日㈰ 15：00 お話を覚えて語るストーリーテリング

電子紙芝居 10日㈯ 14：00「ブレーメンの音楽隊」・「かたつむり」

古典のよみきかせ 11日㈰ 13：30 平家物語から「清
き よ

経
つ ね

」

子ども映画会 18日㈰ 13：30「げんきげんきノンタンはみがきしゅこしゅこ」

図書館シネマ 25日㈰ 13：30 トム・ハンクス主演　「ダ・ヴィンチ・コード」
続編「天使と悪魔」

電子紙芝居 25日㈰ 14：00「一寸法師」・「おさるのかごや」

金
城 おはなし会 10日㈯ 10：00 終了後、「第２回　紙ひこうき飛ばし大会」

を開催します

旭 ブッくんタイム ７日㈬ 10：30 絵本の読み語りなど

三
隅

おはなし会と
ペタペタアートワーク 10日㈯ 10：30 絵本などの読み語りと楽しいかべの飾り付け

テーマ「カエルたちの大合唱」

　中央図書館　司書おすすめ
「アガサ・クリスティーと14の毒薬」
キャサリン・ハーカップ/著長
野きよみ/訳（分類930.2ハカ）
　ミステリーの女王と言われる
アガサ・クリスティー。彼女は
その作品の中で様々な毒薬を用
いています。彼女は、薬剤師の
資格を持っていたそうで、その
作品中の描写は実に科学的に正
確に描かれているそうです。
　この本では、主な14の毒薬を
作品中での描写を基に科学的観
点から読み解いています。
　クリスティー好きの人はもち
ろん、化学（毒薬）に興味のあ
る人も読み応えのある作品で
す。

　

図
書
館
で
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

円
滑
に
行
う
た
め
、
浜
田
市
立
図
書

館
利
用
者
カ
ー
ド
の
登
録
内
容
に
変

更
が
な
い
か
確
認
し
、
３
年
ご
と
に

更
新
の
手
続
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
更
新
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
た

場
合
に
は
、
貸
出
な
ど
の
利
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

更
新
手
続
に
は
、
本
人
確
認
が
で

き
る
資
料
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保

険
証
・
学
生
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

更
新
期
限
前
に
手
続
が
で
き
ま
す
の

で
、
図
書
館
に
お
越
し
の
際
に
窓
口

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

本
学
名
誉
学
長
の
宇
野
重
昭
先
生

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
野
先
生
は
、
島
根
県
立
大
学
設

置
準
備
委
員
長
と
し
て
同
大
学
の
設

置
に
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
平

成
12
年
４
月
か
ら
初
代
学
長
と
し

て
、
ま
た
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
公

立
大
学
法
人
島
根
県
立
大
学
理
事
長

並
び
に
同
大
学
及
び
同
大
学
短
期
大

学
部
の
学
長
と
し
て
、
県
立
大
学
の

発
展
・
充
実
に
貢
献
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
北
東
ア
ジ
ア
な
ど
の
国

際
的
な
研
究
や
語
学
研
修
、
留
学
に

よ
る
国
際
化
へ
の
対
応
、あ
る
い
は
、

島
根
の
地
域
社
会
で
の
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
島
根
の
発
展
を
支
え
る
学

生
た
ち
の
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
故
人
の
遺
徳
と

業
績
を
し
の
び
、
学
生
・
教
職
員
は

も
と
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
と
哀
悼
の

意
を
捧
げ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
偲

ぶ
会
を
執
り
行
い
ま
す
。

名
誉
学
長
宇
野
重
昭
先
生
を
偲
ぶ
会

日
時　
６
月
25
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時
30
分

開
場　
午
後
１
時
30
分

会
場　
島
根
県
立
大
学 

講
堂

※　

市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎� 0480  9：00 ～ 19：00 日㈪・日㈪
金城図書館 ☎� 1823

 9：00 ～ 17：00
月曜日

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10：00 ～ 19：00
（土日祝日は18：00まで）
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vol.164
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 ６月の休館日

中央図書館 ☎� 0480  9：00 ～ 19：00 12日㈪・2６日㈪
金城図書館 ☎� 1823

 9：00 ～ 17：00 月曜日
30日㈮

旭図書館 ☎� 1439
弥栄図書館 ☎� 2258

三隅図書館 ☎� 0338 10：00 ～ 19：00
（土日祝日は18：00まで）

司書のおすすめ

簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内

大
活
字
本
な
ど
の
ご
案
内

利
用
者
カ
ー
ド
の

更
新
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
総
合
政
策
学

部
・
大
学
院
入
学
式

14
期
生
の
就
職
状
況

公
開
講
座
の
ご
案
内

名
誉
学
長　
宇
野
重
昭
先
生

を
偲
ぶ
会
を
開
催
し
ま
す

公
開
講
座
会
員
募
集
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19，815 19，348 21，501 40，849
金 城 1，908 2，103 2，249 4，352

旭 1，385 1，392 1，453 2，845
弥 栄 ６84 ６47 704 1，351
三 隅 2，903 2，940 3，251 ６，191
合 計 2６，６95 2６，430 29，158 55，588

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

人　口（４月末現在）

（単位：人）

　山陰久佐松竹座は、久佐村（現在の金城町久佐）で大正２年頃に地芝居の団体
として結成されました。その後、座員不足のため昭和2６年頃から活動を中止して
いましたが、演劇を通じて地域の活性化に取り組もうと、久佐の青年団の有志が
旧座員による指導や地域の皆さんの協力で平成６年３月に山陰久佐松竹座を復活
させました。
　現在は、男性座員10人で活動しており、所作とせりふが歌舞伎風で物語を浪曲
師が進行する「節

ふ し げ き

劇」を得意としています。座員の人数が少ないので役者から裏
方まで自分たちで行い、座員の奥さんたちの協力を得ながら、年に数回程度市内
外の催しなどで公演し皆さんに楽しんでもらっています。
　座長の古城満秀さんは、「ふだんとは違う自分を表現できるのが芝居の魅力で
す。現在の悩みは、座員の高齢化と後継者不足ですが、アマチュアの演劇団体が
節劇を演じるのは全国的にないということなので、地域の伝統を長く引き継いで
いきたいと考えています」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42－1234

旭支所
☎45－1234

弥栄支所
☎48－2111

三隅支所
☎32－2800

金城支所
☎42－1234

旭支所
☎45－1234

弥栄支所
☎48－2111

三隅支所
☎32－2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697－8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855－22－2612（代表）
▢ＦＡＸ0855－22－3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

山陰久佐松竹座（金城）




